
 部
に
出
来
る
だ
け
近
づ
け
、
棚
は
基
壇
と
同
じ
高
さ
に
取
り
付
け
た
単
管
又
は
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
に

 歩
板
を
敷
き
、
外
側
に
手
摺
を
巡
ら
せ
た
。
要
所
に
控
柱
、
筋
違
、
方
杖
を
取
り
付
け
、
各
組

 手
は
堅
固
に
締
め
付
け
た
。
冬
期
間
中
は
、
外
建
地
を
利
用
し
て
亜
鉛
波
形
引
鉄
板
葺
の
仮
屋

 根
を
架
け
、
周
囲
に
シ
ー
ト
を
張
り
雪
覆
い
と
し
た
。

 (六
)保
存
小
屋
・
作
業
員
休
憩
所

 地
下
遺
構
調
査
時
の
土
砂
等
や
廟
所
解
体
部
材
を
一
時
保
管
す
る
た
め
の
保
存
小
屋
兼
工
作

 小
屋
を
設
け
た
。
建
設
は
、
各
廟
屋
の
工
事
ご
と
に
行
い
、
謙
信
廟
は
廟
所
西
側
の
木
立
の
中

 に
、
そ
れ
以
外
の
廟
で
は
基
壇
背
後
の
空
地
に
建
設
し
た
。
基
礎
は
、
丸
太
杭
打
と
コ
ン
ク
リ
ー

 ト
ブ
ロ
ッ
ク
置
き
基
礎
を
併
用
し
た
。
ま
た
、
必
要
に
応
じ
、
作
業
員
休
憩
所
を
別
途
指
示
す

 る
場
所
に
設
け
た
。

 (
七
)
境
界
柵

 治
憲
廟
、
宗
房
廟
、
吉
憲
廟
、
綱
勝
廟
は
、
境
界
柵
を
設
け
た
。
柱
を
杉
丸
太
材
と
し
、
高

 さ
一
.八
メ
ー
ト
ル
、
控
柱
も
同
材
と
し
、
長
一
.五
メ
ー
ト
ル
と
し
た
。
胴
縁
は
、
杉
一
等
材

 四
五
×
三
六
セ
ン
チ
、
波
形
カ
ラ
ー
鉄
板
は
、
巾
○
.七
六
ニ
メ
ー
ト
ル
×
一
.八
二
九
メ
ー
ト

 ル
を
使
用
し
た
。
鉄
板
の
色
は
周
囲
の
景
観
を
考
え
緑
色
系
に
し
た
。

 (八
)門
・
木
柵
解
体

 謙
信
廟
西
面
木
柵
を
北
西
角
か
ら
約
五
,○
メ
ー
ト
ル
解
体
し
、
資
材
搬
入
口
と
し
た
。
そ

 れ
以
外
の
廟
は
、
素
屋
根
建
設
に
支
障
す
る
門
と
周
囲
木
柵
を
仮
設
工
事
に
先
立
ち
、
そ
の
都

 度
解
体
し
た
。
解
体
に
先
立
ち
解
体
番
付
を
付
し
、
木
柵
の
解
体
材
は
保
存
小
屋
に
収
納
し
、

 門
は
大
外
し
の
ま
ま
、
工
事
に
支
障
し
な
い
場
所
に
仮
置
き
し
た
。

 (
九
)
諸
設
備

 素
屋
根
、
保
存
小
屋
、
休
憩
所
に
電
灯
(コ
ン
セ
ン
ト
共
)設
備
を
設
け
た
。

 (一
〇
)五
輪
塔
仮
安
置
所
・
仮
屋
根
(治
憲
廟
)

 廟
所
内
に
倒
壊
し
た
五
輪
塔
は
、
素
屋
根
内
の
修
復
作
業
中
支
障
の
な
い
場
所
に
仮
安
置
所

 を
設
け
、
一
旦
仮
据
え
し
た
。
仮
安
置
所
は
、
木
造
(正
面
両
開
き
板
戸
付
)で
作
製
し
、
素

 屋
根
内
で
も
安
全
な
構
造
と
し
た
。
途
中
、
地
下
遺
物
調
査
に
伴
い
、
基
壇
を
解
体
す
る
こ
と

 と
な
っ
た
た
め
、
仮
安
置
所
を
素
屋
根
前
に
移
動
し
、
単
管
組
立
、
波
形
亜
鉛
引
鉄
板
葺
の
仮

 屋
根
を
架
け
た
。
五
輪
塔
は
、
外
へ
運
び
出
す
際
、
破
損
し
な
い
よ
う
毛
布
等
で
養
生
を
施
し

 て
、
細
心
の
注
意
を
払
っ
て
積
み
直
し
た
。

 (
二
)
除
雪
(
綱
勝
廟
・
治
憲
廟
)

 積
雪
に
よ
る
素
屋
根
の
倒
壊
を
防
ぐ
た
め
、
屋
根
及
び
周
囲
の
除
雪
を
行
っ
た
。
ま
た
、
隣
接

 廟
所
の
屋
根
に
も
吹
き
だ
ま
り
等
の
影
響
で
積
雪
が
増
し
た
た
め
必
要
に
応
じ
除
雪
を
行
っ
た
。

 (一
二
)仮
設
搬
入
路

 謙
信
廟
の
工
事
で
は
、
廟
所
の
西
側
に
工
事
区
域
を
設
定
し
、
敷
地
西
面
の
道
路
か
ら
木
柵

 ま
で
を
資
材
搬
入
を
と
し
て
確
保
し
た
。
工
事
車
輌
等
の
通
行
に
伴
い
、
空
堀
や
軟
弱
な
部
分

 に
は
覆
鋼
板
を
敷
い
て
養
生
を
行
い
、
支
障
す
る
樹
木
を
伐
採
し
た
。

 そ
の
他
の
廟
は
、
西
側
廟
所
背
面
の
木
柵
ま
で
を
搬
入
路
と
し
、
必
要
に
応
じ
砕
石
等
で
路

 面
の
養
生
を
行
っ
た
。
工
事
完
了
後
、
こ
れ
ら
に
要
し
た
養
生
材
を
す
べ
て
撤
去
し
、
旧
状
に

 戻
し
た
。

 (二
二
)樹
木
伐
採
(謙
信
廟
)

 仮
設
搬
入
路
建
設
に
支
障
す
る
樹
木
三
本
を
伐
採
し
た
。
伐
採
し
た
木
は
、
場
外
搬
出
自
由

 処
分
と
し
た
。

 (一
四
)危
害
防
止

 工
事
実
施
に
当
た
り
、
法
規
上
必
要
な
危
害
防
止
及
び
衛
生
上
の
こ
と
に
関
し
て
は
、
適
当
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 な
施
設
を
設
け
、
か
つ
防
火
対
策
を
講
じ
た
。
ま
た
、
素
屋
根
等
の
各
仮
設
物
は
、

 を
通
し
て
強
度
上
必
要
な
補
修
・
補
強
を
行
い
、
安
全
を
確
保
し
た
。

工
事
期
間

四
解
体
工
事

 (
一
)
概
要

 景
勝
廟
は
、
破
損
が
著
し
い
た
め
解
体
修
理
と
し
、
謙
信
廟
は
基
壇
と
周
囲
の
塀
、
門
を
解

 体
し
た
。
そ
の
他
の
建
物
は
屋
根
葺
替
・
部
分
修
理
と
し
、
破
損
の
程
度
に
よ
っ
て
解
体
範
囲

 を
そ
の
都
度
定
め
て
工
事
を
行
っ
た
。
木
部
の
主
な
解
体
範
囲
は
、
屋
根
銅
板
葺
、
野
地
と
小

 屋
組
・
軒
廻
り
及
び
天
井
板
の
補
修
必
要
箇
所
、
土
台
、
壁
板
の
腐
朽
箇
所
と
し
た
。
基
礎
周

 り
の
解
体
範
囲
は
雨
落
石
、
基
礎
石
、
基
壇
積
石
と
し
、
揚
屋
を
行
っ
て
軒
周
り
、
あ
る
い
は

 軸
部
全
体
を
持
ち
上
げ
て
、
こ
れ
ら
の
修
理
を
行
っ
た
。
解
体
に
当
た
っ
て
は
、
主
任
技
術
者

 が
詳
細
な
調
査
を
行
な
い
、
請
負
者
が
こ
の
指
示
に
従
い
協
力
し
た
。

 (
二
)
準
備

 解
体
前
に
そ
れ
ぞ
れ
の
建
物
柱
位
置
を
基
に
し
た
平
面
番
付
を
定
め
、
解
体
す
る
す
べ
て
の

 部
材
に
位
置
・
名
称
等
を
記
し
た
番
号
札
を
付
し
、
必
要
な
調
査
、
実
測
、
写
真
撮
影
な
ど
を

 完
了
し
た
。

 (
三
)
養
生

 建
具
類
、
雑
作
材
、
彫
刻
材
、
そ
の
他
運
搬
に
際
し
て
、
破
損
の
生
じ
や
す
い
部
材
は
、
布
、

 紙
、
合
成
綿
、
添
板
等
で
養
生
を
施
し
た
。

 (四
)解
体
及
び
調
査

 準
備
完
了
後
、
順
序
よ
く
丁
寧
に
解
体
を
行
っ
た
。
釘
や
金
具
を
取
り
外
す
際
は
、
バ
ー
ル

 を
部
材
に
直
接
当
て
ず
に
、
当
て
木
・
添
板
等
を
あ
て
が
い
な
が
ら
慎
重
に
行
い
、
古
材
表
面

 を
損
傷
さ
せ
な
い
よ
う
注
意
し
た
。
当
初
の
屋
根
構
造
と
屋
根
葺
材
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、

 そ
の
間
必
要
な
部
材
寸
法
、
材
種
、
時
代
区
分
、
破
損
程
度
、
仕
上
げ
寸
法
、
各
部
仕
様
、
痕

 跡
・
転
用
古
材
な
ど
の
諸
記
録
を
取
っ
た
。

 (五
)運
搬
及
び
古
材
整
理

 解
体
し
た
部
材
は
、
再
用
・
繕
い
・
取
替
予
定
等
に
区
分
し
、
同
種
材
毎
に
整
理
し
て
損
傷

 の
生
じ
な
い
よ
う
養
生
を
施
し
、
保
存
小
屋
、
そ
の
他
に
運
搬
し
、
整
理
格
納
し
た
。
こ
の
際
、

 汚
損
等
の
生
じ
な
い
よ
う
取
扱
い
に
は
特
に
注
意
し
た
。

 (六
)旧
材
処
分

 解
体
し
て
不
用
に
な
っ
た
旧
屋
根
葺
材
・
鉄
板
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
等
は
、
順
次
搬
出
し
、
危

 険
の
な
い
方
法
で
処
分
し
た
。
建
設
廃
棄
物
と
し
て
処
理
す
る
場
合
は
、
関
係
法
令
に
従
い
、

 米
沢
市
の
指
定
す
る
処
理
施
設
に
運
搬
し
、
適
切
に
処
理
し
た
。

 (七
)特
記
事
項

 解
体
に
当
た
り
、
各
部
材
は
丁
寧
に
扱
い
、
解
体
作
業
中
に
柄
の
折
れ
、
板
材
の
割
れ
等
の

 生
じ
な
い
よ
う
注
意
し
た
。
襖
、
栓
類
は
保
管
し
、
時
代
差
の
あ
る
止
釘
穴
や
仕
口
は
チ
ョ
ー

 ク
に
よ
る
色
別
表
示
を
行
っ
た
。
解
体
材
の
う
ち
、
撤
去
・
処
分
す
る
材
に
つ
い
て
は
、
主
任

 技
術
者
の
指
示
を
受
け
た
。

五
基
礎
工
事

 (
一
)
概
要

 ①
治
憲
廟

 倒
壊
し
た
五
輪
塔
を
仮
安
置
所
に
移
動
し
、
地
下
遣
物
調
査
に
伴
い
基
壇
・
基
礎
石
、

 雨
落
石
を
解
体
し
た
。
調
査
終
了
後
、
破
損
し
て
い
る
石
材
を
取
替
え
て
基
壇
を
積
み

「
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 直
し
た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
基
礎
は
、
霊
屋
が
不
同
沈
下
し
な
い
よ
う
向
拝
柱
基
礎
と
一

 体
の
布
基
礎
と
し
、
こ
の
上
に
基
礎
石
を
モ
ル
タ
ル
で
据
え
付
け
た
。
ま
た
、
前
後
の

 布
基
礎
か
ら
五
輪
塔
下
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
梁
を
掛
け
渡
し
て
、
こ
の
上
に
五
輪
塔
を
掘

 直
し
た
。
雨
落
石
は
、
布
掘
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
地
業
を
施
し
、
基
礎
石
と
同
様
に
据
え

 直
し
た
。
軒
下
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
洗
い
出
し
仕
上
と
し
た
。

 ②
綱
勝
廟
・
景
勝
廟
・
宗
房
廟
・
吉
憲
廟
・
斉
定
廟
・
世
子
顕
孝
廟

 各
廟
と
も
基
壇
と
正
面
石
段
の
破
損
し
て
い
る
石
材
を
取
替
え
、
積
み
直
し
を
行
っ

 た
。
雨
落
石
は
い
っ
た
ん
解
体
し
、
不
陸
調
整
を
行
い
布
掘
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
地
業
を

 施
し
て
、
モ
ル
タ
ル
で
据
直
し
た
。
基
礎
石
は
、
各
廟
と
も
不
同
沈
下
を
修
正
し
た
が
、

 綱
勝
廟
、
吉
憲
廟
、
宗
房
廟
、
斉
定
廟
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ま
た
は
モ
ル
タ
ル
根
巻
補
強
、

 景
勝
廟
は
解
体
し
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
地
業
を
施
し
、
モ
ル
タ
ル
で
据
直
し
た
。
顕
孝
廟

 は
上
下
段
の
礎
石
を
一
旦
す
べ
て
解
体
し
、
砂
地
業
を
施
し
て
下
段
基
礎
石
を
据
え
直

 し
、
上
段
基
礎
石
を
モ
ル
タ
ル
使
用
し
て
据
え
直
し
た
。
こ
れ
ら
の
廟
の
う
ち
、
綱
勝

 廟
と
斉
定
廟
及
び
顕
孝
廟
は
、
破
損
し
た
基
礎
石
を
一
部
取
り
替
え
た
。
さ
ら
に
、
各

 廟
の
向
拝
柱
礎
石
は
、
壷
掘
コ
ン
ク
リ
ー
ト
地
業
の
う
え
据
直
し
、
軒
下
は
コ
ン
ク
リ
ー

 ト
洗
い
出
し
仕
上
げ
、
霊
屋
内
部
及
び
雨
落
外
の
玉
石
は
清
掃
の
う
え
、
敷
き
直
し
を

 行
っ
た
。

 ③
謙
信
廟

 基
壇
及
び
石
段
は
、
破
損
し
て
い
る
石
材
を
取
替
え
積
み
直
し
た
。
石
積
内
側
に
は
、

 積
石
の
支
持
体
を
兼
ね
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
擁
壁
を
打
設
し
た
。
雨
落
石
は
、
解
体
し
、

 コ
ン
ク
リ
ー
ト
地
業
を
施
し
て
据
え
直
し
、
軒
下
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
洗
い
出
し
は
塗
り

 替
え
た
。
木
柵
か
ら
石
段
ま
で
の
参
道
と
門
か
ら
廟
ま
で
の
四
半
敷
参
道
は
、
破
損
し

 た
石
材
を
補
足
し
て
据
え
直
し
た
。
ま
た
、
基
壇
上
の
砂
利
を
敷
き
直
し
、
基
壇
周
囲

 に
新
た
に
砂
利
敷
き
を
行
っ
た
。
な
お
、
塀
の
控
柱
基
礎
は
、
今
回
新
た
に
コ
ン
ク
リ
ー

 ト
基
礎
と
し
た
。

 (
二
)
地
業

 イ
、
材
料

 栗
石
…
…
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ラ
ン
○
～
四
〇
ミ
リ
又
は
径
一
二
～
一
五
セ
ン
チ
内
外

 の
硬
質
石

 砂
利
…
…
径
五
～
二
五
ミ
リ
の
砂
利

 砂
…
…
荒
目
勝
ち
、
土
気
の
な
い
川
砂
又
は
山
砂

 セ
メ
ン
ト
…
…
ポ
ル
ト
ラ
ン
ド
セ
メ
ン
ト
JIS規

格
品

 ロ
、
調
合

 コ
ン
ク
リ
ー
ト
…
…
生
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ス
ラ
ン
プ
一
八
セ
ン
チ
(基
礎
用
)

 現
場
練
の
場
合
は
調
合
比
一
対
三
対
六

 モ
ル
タ
ル
…
…
…
…
一
対
三

 ハ
、
工
法

 所
定
の
深
さ
、
大
き
さ
に
根
切
を
施
し
た
後
、
栗
石
は
小
端
立
て
に
敷
き
並
べ
、
目

 潰
し
砂
利
を
入
れ
、
ク
ラ
ッ
シ
ャ
ラ
ン
は
所
定
の
厚
さ
に
敷
均
し
、
ラ
ン
マ
ー
又
は
大

 蛸
等
で
搗
き
固
め
た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
、
型
枠
を
組
み
立
て
後
、
十
分
混
練
し
て
打

 ち
込
み
、
適
当
な
養
生
を
施
し
た
。
雨
落
石
の
下
は
、
不
同
沈
下
し
な
い
よ
う
コ
ン
ク

 リ
ー
ト
布
基
礎
と
し
、
景
勝
廟
の
基
礎
石
と
塀
の
控
柱
、
治
憲
廟
以
外
の
向
拝
柱
基
礎

 は
独
立
コ
ン
ク
リ
ー
ト
基
礎
と
し
た
。

 (三
)基
礎
石
・
雨
落
石
掘
直
し

 据
直
し
を
行
っ
た
基
礎
石
と
雨
落
石
は
、
位
置
番
付
及
び
方
位
を
見
え
隠
れ
に
記
し
記
録
し

 て
、
掘
り
起
こ
し
一
旦
保
管
し
た
。
地
業
完
了
後
、
実
測
値
を
も
と
に
沈
下
や
移
動
の
少
な
い

 石
を
基
準
に
不
陸
を
修
正
し
た
据
え
付
け
高
さ
を
定
め
た
。
遣
形
貫
に
暴
出
し
し
た
こ
の
高
さ

 と
通
り
真
を
も
と
に
し
て
基
準
の
水
糸
を
張
り
、
位
置
を
定
め
て
、
在
来
の
向
き
、
順
序
に
モ

 ル
タ
ル
で
据
え
付
け
た
。
補
足
し
た
石
材
は
同
質
の
高
畠
石
と
し
、
在
来
の
仕
上
に
倣
っ
て
加

 工
し
た
。

 (四
)軒
下
及
び
門
～
雨
落
間
コ
ン
ク
リ
ー
ト
洗
い
出
し

 軒
下
は
、
基
礎
石
、
雨
落
石
据
え
付
け
時
に
定
め
た
水
勾
配
に
従
っ
て
、
雨
落
石
内
側
に
コ

 ン
ク
リ
ー
ト
を
打
ち
、
洗
い
出
し
下
げ
と
し
、
四
隅
部
分
に
は
亀
裂
防
止
の
た
め
、
目
地
を
切
っ

 た
。
同
様
に
門
か
ら
正
面
雨
落
ま
で
の
部
分
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
洗
い
出
し
仕
上
げ
と
し
た
。

 (五
)向
拝
柱
礎
石
据
え
付
け

 治
憲
廟
と
謙
信
廟
を
除
く
各
廟
の
向
拝
柱
礎
石
は
、
い
っ
た
ん
解
体
し
て
、
壷
掘
コ
ン
ク
リ
ー

 ト
地
業
を
施
し
、
矩
計
よ
り
求
め
た
礎
石
天
端
の
高
さ
と
軒
下
叩
き
の
水
勾
配
を
考
慮
し
て
据

 付
高
を
決
定
し
、
モ
ル
タ
ル
で
据
え
付
け
た
。
な
お
、
宗
房
廟
と
吉
憲
廟
は
不
同
沈
下
を
防
ぐ

 た
め
、
今
回
の
工
事
で
在
来
の
モ
ル
タ
ル
地
業
か
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
地
業
に
改
め
た
。

 (
六
)
基
壇

 解
体
に
先
立
ち
、
現
状
の
高
さ
、
積
石
の
状
態
を
実
測
と
写
真
で
記
録
し
、
破
損
状
況
の
詳

 細
を
把
握
し
た
う
え
で
解
体
に
着
手
し
た
。
別
途
指
示
す
る
範
囲
を
解
体
し
、
破
損
し
た
石
材

 を
取
替
え
て
不
陸
や
孕
み
だ
し
を
是
正
し
、
積
み
直
し
た
。
た
だ
し
、
根
石
は
極
力
動
か
さ
な

 い
も
の
と
し
た
。
解
体
は
在
来
の
工
法
を
調
査
し
な
が
ら
慎
重
に
取
り
解
き
、
表
面
に
付
着
し

 た
こ
け
、
は
丁
寧
に
洗
い
落
と
し
た
。
補
足
す
る
石
材
は
、
同
質
の
高
畠
石
と
し
、
形
状
、
寸

 法
は
あ
ら
か
じ
め
原
寸
取
り
し
た
上
で
決
定
し
、
加
工
し
た
。
表
面
の
仕
上
げ
も
在
来
と
同
様

 と
し
、
積
み
方
は
、
原
則
と
し
て
、
解
体
中
の
調
査
に
よ
っ
て
明
ら
か
と
な
っ
た
在
来
の
工
法

 を
踏
襲
し
た
。
裏
込
に
栗
石
を
入
れ
、
部
分
的
に
モ
ル
タ
ル
で
補
っ
た
が
、
原
則
と
し
て
、
目

 地
に
は
モ
ル
タ
ル
を
使
わ
ず
、
空
目
地
と
し
た
。
た
だ
し
、
根
石
の
沈
下
し
て
い
る
箇
所
な
ど

 は
、
基
壇
の
不
陸
を
是
正
す
る
の
が
困
難
で
あ
る
た
め
、
や
む
を
得
な
い
箇
所
に
限
っ
て
モ
ル

 タ
ル
を
使
用
し
石
積
み
を
行
っ
た
。
こ
の
場
合
、
モ
ル
タ
ル
目
地
を
目
立
た
ぬ
よ
う
仕
上
面
よ

 り
六
～
一
〇
ミ
リ
奥
に
施
し
た
。

 な
お
、
顕
孝
廟
周
囲
は
、
土
砂
と
腐
葉
土
に
埋
も
れ
て
お
り
、
基
壇
下
部
の
状
態
を
確
認
す

 る
必
要
が
あ
っ
た
た
め
、
解
体
に
先
立
ち
周
囲
表
土
を
約
三
〇
セ
ン
チ
程
度
鋤
取
っ
た
。

 (七
)石
段
積
み
直
し

 各
廟
の
正
面
石
段
は
、
一
旦
解
体
し
、
破
損
し
て
い
る
段
石
を
取
替
え
又
は
補
修
し
て
在
来

 の
と
お
り
積
み
直
し
た
。

 (八
)コ
ン
ク
リ
ー
ト
擁
壁
(謙
信
廟
)

 石
積
内
側
に
積
み
石
の
支
持
体
を
兼
ね
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
擁
壁
を
打
設
し
た
。
構
造
検
討
の

 結
果
、
既
存
の
擁
壁
で
は
充
分
な
耐
力
が
得
ら
れ
ず
、
同
様
に
施
工
し
た
場
合
、
基
壇
の
は
ら

 み
出
し
や
崩
落
の
危
険
が
あ
る
た
め
、
L字
型
、
無
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
擁
壁
を
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

 ト
丁
字
型
の
擁
壁
に
変
更
し
、
水
抜
き
穴
、
裏
込
石
を
設
け
た
。
擁
壁
前
肢
部
分
施
工
の
た
め
、
ま

 ず
、
基
壇
外
側
を
約
七
〇
セ
ン
チ
掘
削
し
、
砕
石
地
業
の
う
え
、
所
定
の
寸
法
に
型
枠
を
組
み

 配
筋
を
行
っ
た
。
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
、
ま
ず
布
基
礎
部
分
を
打
設
し
、
続
い
て
立
ち
上
が
り
部

 分
を
打
設
し
た
。
水
抜
き
パ
イ
プ
は
、
内
径
三
四
ミ
リ
と
し
、
擁
壁
下
部
に
平
均
一
.五
メ
ー

 ト
ル
間
隔
で
設
け
、
積
み
石
最
下
部
の
竪
目
地
部
分
を
一
辺
八
セ
ン
チ
以
内
の
三
角
形
切
り
欠

 い
て
、
パ
イ
プ
先
端
を
石
の
裏
側
か
ら
こ
の
穴
に
モ
ル
タ
ル
で
固
定
し
た
。
パ
イ
プ
は
、
石
の



 裏
側
で
止
め
、
外
か
ら
見
え
な
い
よ
う
に
施
工
し
た
。
裏
込
は
、
厚
さ
二
〇
〇
ミ
リ
、
ク
ラ
ッ

 シ
ャ
ラ
ン
○
～
四
〇
ミ
リ
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
は
ス
ラ
ン
プ
一
八
セ
ン
チ
Fc二
一
N/、
㎜
鉄

 筋
は
、
D二
二
1@二
〇
〇
ダ
ブ
ル
配
筋
と
し
、
そ
の
他
の
材
料
工
法
は
地
業
に
準
じ
た
。

 (九
)基
壇
石
補
修
(謙
信
廟
)

 石
の
裏
側
が
層
状
剥
離
に
よ
り
、
薄
く
な
っ
た
石
材
を
モ
ル
タ
ル
及
び
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
、

 厚
み
が
標
準
の
二
四
〇
ミ
リ
以
上
に
な
る
よ
う
補
修
し
た
。
積
み
石
は
、
劣
化
し
た
裏
側
の
部

 分
を
健
全
な
面
が
出
る
ま
で
は
、
つ
り
取
り
、
コ
ン
パ
ネ
の
上
に
化
粧
面
を
下
に
し
て
置
き
、

 周
囲
に
型
枠
を
組
み
、
モ
ル
タ
ル
又
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
所
定
の
厚
さ
に
な
る
よ
う
流
し
込
ん

 で
養
生
し
た
。
こ
の
と
き
、
型
枠
は
、
隙
間
の
な
い
よ
う
に
石
の
側
面
に
し
っ
か
り
と
密
着
さ

 せ
固
定
し
た
。
ま
た
、
割
損
し
た
石
材
の
う
ち
、
再
用
可
能
と
判
断
さ
れ
た
も
の
は
、
エ
ポ
キ

 シ
系
の
石
材
用
接
着
剤
を
用
い
て
、
接
着
し
再
用
を
図
り
、
欠
損
箇
所
が
目
立
つ
も
の
は
色
合

 わ
せ
を
し
た
モ
ル
タ
ル
で
補
修
し
た
。

 (
一
〇
)
基
壇
(
謙
信
廟
)

 補
足
す
る
石
材
は
、
高
畠
石
と
し
、
大
き
さ
、
形
状
を
原
寸
取
り
し
た
う
え
加
工
し
、
仕
上

 げ
も
在
来
と
同
様
と
し
た
。
積
み
方
は
、
実
測
値
を
も
と
に
原
寸
図
を
作
成
し
、
こ
れ
を
も
と

 に
目
地
幅
を
調
整
し
な
が
ら
位
置
と
高
さ
を
遣
形
よ
り
墨
出
し
し
て
定
め
、
ま
ず
各
隅
石
三
段

 を
積
み
、
次
に
亀
甲
積
み
石
を
モ
ル
タ
ル
で
据
え
付
け
た
。
積
み
石
は
、
据
え
付
け
な
が
ら
適

 宜
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
擁
壁
と
の
間
に
モ
ル
タ
ル
(モ
ル
タ
ル
対
砂
"一
対
三
に
湿
り
気
を
与
え

 る
程
度
に
水
を
加
え
た
)を
馴
染
み
よ
く
丁
寧
に
詰
め
込
み
、
下
段
よ
り
順
次
積
み
上
げ
た
。

 目
地
は
、
原
則
と
し
て
盲
目
地
と
し
た
が
、
石
垣
の
変
形
を
是
正
し
た
た
め
、
や
む
を
得
ず
空

 い
て
し
ま
っ
た
隙
間
は
モ
ル
タ
ル
を
色
合
わ
せ
し
て
詰
め
た
。
た
だ
し
、
目
地
の
仕
上
面
は
、

 目
立
た
な
い
よ
う
に
石
の
表
面
よ
り
三
～
六
ミ
リ
程
度
引
き
込
ま
せ
た
。
ま
た
、
石
材
表
面
の

 汚
れ
は
、
洗
い
落
と
し
清
掃
し
た
。

 (二
)四
半
敷
直
し
(謙
信
廟
)

 参
道
の
四
半
敷
は
、
基
礎
石
と
同
様
に
番
付
を
付
し
、
諸
調
査
完
了
後
一
旦
解
体
し
た
。
地

 業
完
了
後
、
周
囲
の
地
盤
に
高
さ
を
合
わ
せ
て
、
不
陸
の
な
い
よ
う
に
空
練
モ
ル
タ
ル
で
据
え

 付
け
た
。
据
付
は
番
付
通
り
の
位
置
に
石
を
置
き
、
モ
ル
タ
ル
に
良
く
馴
染
ま
せ
る
よ
う
に
押

 し
付
け
、
さ
ら
に
所
定
の
高
さ
に
な
る
よ
う
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ハ
ン
マ
ー
等
で
石
を
叩
き
締
め
て

 密
着
さ
せ
た
。
な
お
、
目
地
は
、
砂
目
地
と
し
た
。

 (一
二
)玉
石
敷
き
替
え

 謙
信
廟
を
除
く
各
廟
所
の
雨
落
石
外
に
敷
設
さ
れ
て
い
る
玉
石
敷
き
は
、
夾
雑
物
を
取
り
除

 き
、
水
洗
い
清
掃
の
う
え
不
足
分
径
五
～
一
〇
セ
ン
チ
の
玉
石
で
補
足
し
て
、
小
端
立
て
に
敷

 き
並
べ
た
。
な
お
、
霊
屋
内
部
に
玉
石
が
敷
か
れ
て
い
る
場
合
も
同
様
に
施
工
し
た
。

 (一
三
)砂
利
敷
直
し
(謙
信
廟
)

 塀
内
側
の
砂
利
は
、
工
事
前
に
一
箇
所
に
集
積
し
て
お
き
、
工
事
完
了
後
に
交
雑
物
を
取
り

 除
き
、
不
足
分
を
同
様
の
砂
利
で
補
足
し
て
敷
き
直
し
た
。
ま
た
、
基
壇
の
外
に
も
水
は
け
を

 考
慮
し
て
新
た
に
砂
利
敷
を
行
っ
た
。

 (一
四
)門
柱
礎
石
据
え
付
け

 門
柱
礎
石
の
う
ち
、
欠
失
又
は
著
し
く
破
損
し
て
お
り
再
用
で
き
な
い
も
の
は
、
旧
来
の
石

 に
倣
っ
て
作
製
し
据
え
直
し
た
。
据
え
付
け
に
は
モ
ル
タ
ル
を
用
い
た
。

 (一
五
)門
控
柱
・
木
柵
・
塀
控
柱
基
礎

 木
柵
及
び
謙
信
廟
塀
控
柱
に
は
新
た
に
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
独
立
基
礎
を
設
け
、
柱
と
緊
結
す

 る
た
め
、
基
礎
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
設
の
際
に
あ
ら
か
じ
め
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
を
埋
め
込
み
、
控

 柱
と
基
礎
を
緊
結
し
た
。
門
控
柱
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
基
礎
は
、
埋
め
込
ま
れ
た
羽
子
板
ボ
ル
ト





 が
、
腐
食
し
柱
根
を
破
損
さ
せ
る
原
因
と
な
っ
て
い
た
の
で
す
べ
て
取
り
替
え
た
。

 (一
六
)ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
埋
込

 木
柵
の
取
り
付
く
基
壇
石
積
は
、
土
台
と
緊
結
す
る
た
め
葛
石
上
端
に
一
,ニ
メ
ー
ト
ル
間

 隔
を
標
準
と
し
て
ア
ン
カ
ー
ボ
ル
ト
を
埋
め
込
ん
だ
。

 (一
七
)水
盛
遣
形

 基
壇
周
囲
と
雨
落
石
周
囲
に
遣
形
を
設
け
た
。
地
杭
は
、
杉
丸
太
末
口
径
九
セ
ン
チ
、
長
さ

 、
.五
メ
ー
ト
ル
以
上
の
材
を
用
い
て
地
盤
に
打
ち
込
み
、
杭
頭
は
イ
ス
カ
に
切
り
揃
え
た
。

 水
貫
は
、
杉
板
厚
].五

セ
ン
チ
、
幅
一
二
セ
ン
チ
程
度
の
材
を
用
い
、
上
端
を
鉋
削
り
の
う

 え
地
杭
に
釘
打
ち
し
た
。
遣
形
に
は
、
建
物
の
位
置
及
び
水
平
の
基
準
を
明
確
に
表
示
し
、
係

 員
が
確
認
し
た
。

 (一
八
)整
地
(謙
信
廟
)

 木
柵
内
の
地
盤
は
、
基
壇
石
積
周
囲
六
〇
セ
ン
チ
の
範
囲
か
ら
木
柵
に
向
か
っ
て
水
勾
配
を

 取
る
よ
う
に
整
地
を
行
っ
た
。

 (一
九
)埋
戻
・
残
土
処
分

 各
石
据
付
後
、
盛
土
を
含
め
て
地
業
及
び
据
石
際
は
、
よ
く
搗
き
固
め
た
。
不
用
残
土
は
、

 法
規
に
従
い
適
切
に
処
分
し
た
。

 六
墓
室
修
復
工
事
(謙
信
廟
)

 (一
)地
下
遺
物
調
査
(別
途
工
事
)

 基
壇
、
基
礎
石
、
雨
落
石
の
解
体
工
事
終
了
後
、
地
表
面
か
ら
発
掘
し
、
基
礎
地
盤
内
の
状

 態
、
ま
た
前
進
建
物
の
遺
構
な
ど
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
の
承
認
を
得
て
、
調
査
を
行
っ
た
。

 調
査
完
了
後
敷
地
内
を
整
地
、
清
掃
し
た
。

 (
二
)
概
要

 地
下
遺
物
調
査
終
了
後
、
墓
坑
に
棺
桶
を
埋
め
直
し
た
。
ま
た
、
墓
坑
の
補
強
の
た
め
に
高

 畠
石
の
切
石
を
蓋
替
わ
り
に
敷
い
た
。

七
木
工
事

 (
一
)
概
要

 化
粧
材
で
は
、
主
に
土
台
、
床
板
、
壁
板
、
天
井
板
、
樟
縁
、
軒
廻
り
材
の
取
り
替
え
、
補

 修
を
行
い
、
野
物
材
で
は
床
組
、
野
地
板
、
野
垂
木
、
小
屋
組
の
取
り
替
え
、
補
修
を
行
っ
た
。

 特
に
、
土
台
は
破
損
が
著
し
く
景
勝
廟
を
除
き
、
す
べ
て
取
り
替
え
た
。

 こ
の
外
に
方
形
の
治
憲
廟
、
斉
定
廟
、
顕
孝
廟
は
露
盤
を
新
調
し
、
伏
鉢
を
補
修
し
た
。
入

 母
屋
の
宗
房
廟
、
吉
憲
廟
、
綱
勝
廟
、
景
勝
廟
は
鬼
板
の
取
り
替
え
、
補
修
を
行
い
、
宗
房
廟

 の
欠
失
し
た
正
面
懸
魚
鰭
と
景
勝
廟
の
正
背
面
の
懸
魚
を
新
調
し
た
。
景
勝
廟
の
懸
魚
は
定
勝

 廟
に
倣
っ
て
作
成
し
た
。
ま
た
、
治
憲
廟
と
顕
孝
廟
は
小
屋
組
の
補
強
を
行
っ
た
。

 (
二
)
揚
屋

 イ
、
概
要

 謙
信
廟
、
景
勝
廟
を
除
く
工
事
で
行
っ
た
。
こ
の
う
ち
、
治
憲
廟
は
、
墓
室
修
復
工

 事
を
行
う
た
め
に
桁
か
ら
上
を
持
ち
揚
げ
て
、
下
の
軸
部
を
す
べ
て
解
体
し
た
。
そ
の

 他
の
廟
は
必
要
に
応
じ
壁
板
を
解
体
し
、
土
台
か
ら
上
を
い
っ
た
ん
持
ち
揚
げ
て
、
土

 台
を
撤
去
し
、
基
礎
工
事
を
行
っ
た
。
各
廟
と
も
基
礎
工
事
完
了
後
、
解
体
し
た
部
材

 を
順
次
組
み
上
げ
、
旧
位
置
に
降
ろ
し
た
。

 ロ
、
揚
げ
方

 各
支
保
工
梁
の
要
所
、
両
面
並
び
に
ジ
ャ
ッ
キ
を
配
備
し
て
、
各
柱
筋
を
順
次
持
ち



 揚
げ
た
が
、
そ
の
際
に
歪
を
生
じ
な
い
よ
う
各
面
を
徐
々
に
揚
げ
、
常
に
水
平
を
保
つ

 よ
う
に
注
意
し
た
。
順
次
サ
ン
ド
ル
材
を
井
桁
に
組
み
上
げ
、
ジ
ャ
ッ
キ
盛
り
替
え
た
。

 持
ち
揚
げ
る
高
さ
は
、
治
憲
廟
は
三
〇
セ
ン
チ
以
上
、
宗
房
廟
は
約
六
〇
セ
ン
チ
と
し
、

 そ
の
他
の
廟
は
九
〇
セ
ン
チ
と
し
、
単
管
及
び
鉄
鋼
・
パ
イ
プ
サ
ポ
ー
ト
等
で
支
持
し
、

 修
復
工
事
に
支
障
が
な
い
よ
う
、
土
台
、
礎
盤
、
壁
板
、
柱
等
を
解
体
し
た
。
持
ち
揚

 げ
期
間
中
は
十
分
な
養
生
と
補
強
を
行
っ
た
。

 ハ
、
降
し
方

 礎
石
据
直
し
と
木
部
補
修
・
組
立
作
業
完
了
後
、
揚
げ
方
の
逆
の
手
順
で
旧
位
置
に

 降
し
た
。
各
柱
真
通
り
・
垂
直
等
を
確
認
の
上
、
監
督
員
の
承
認
を
得
て
支
持
を
取
り

 外
し
た
。

 (
三
)
再
用
材

 当
初
材
は
、
将
来
の
保
存
に
支
障
の
な
い
限
り
つ
と
め
て
再
用
し
た
。

 (
四
)
取
替
材

 腐
朽
・
破
損
の
著
し
い
事
由
に
よ
り
取
替
又
は
新
補
し
た
材
は
、
原
則
と
し
て
旧
来
と
同
材

 種
同
品
位
以
上
と
し
、
旧
形
・
旧
工
法
を
踏
襲
し
た
。
化
粧
材
の
う
ち
、
特
に
板
類
は
十
分
乾

 燥
し
た
も
の
と
し
た
。

 (
五
)
鉄
材

 鉄
材
は
、
在
来
品
を
倣
う
こ
と
を
原
則
と
し
、
見
え
隠
れ
に
使
用
す
る
釘
・
金
物
は
、
JI

 S規
格
品
を
使
用
し
た
。
規
格
外
の
も
の
は
そ
の
都
度
作
製
し
た
。
構
造
上
補
加
す
る
挟
梁
材

 に
は
、
ボ
ル
ト
、
ナ
ッ
ト
お
よ
び
ジ
ベ
ル
等
の
補
強
金
物
を
使
用
し
た
。

 (
六
)
繕
い

 不
用
の
穴
及
び
仕
口
の
見
え
掛
り
部
、
腐
朽
部
等
は
埋
木
、
矧
木
等
に
よ
り
繕
い
を
行
っ
た
。

 接
着
剤
は
、
合
成
樹
脂
を
用
い
た
。
構
造
的
強
度
を
要
す
る
箇
所
は
、
エ
ポ
キ
シ
系
と
し
て
、

 水
漏
れ
の
し
な
い
場
所
の
埋
木
・
矧
木
は
ボ
ン
ド
を
用
い
た
。
こ
の
場
合
、
必
ず
見
え
隠
れ
に

 忍
釘
止
め
を
行
っ
た
。

 (七
)新
材
加
工

 継
手
、
仕
口
、
曲
線
等
は
在
来
ど
お
り
に
、
加
工
し
た
。
化
粧
部
分
は
、
在
来
の
表
面
加
工

 を
調
査
の
上
、
補
足
材
も
同
様
の
仕
上
と
し
た
。

 (
八
)
古
色
塗

 取
替
材
又
は
補
修
材
は
、
周
囲
の
部
材
と
色
調
の
調
和
が
と
れ
る
よ
う
に
古
色
塗
り
を
行
っ

 た
。
塗
装
前
に
必
ず
手
板
見
本
に
よ
っ
て
色
合
わ
せ
を
行
い
、
材
種
、
場
所
に
合
わ
せ
て
数
種

ノ

 類
の
色
を
作
成
し
、
主
任
技
術
者
の
承
諾
を
得
て
実
施
し
た
。

 (
九
)
烙
印
押

 取
替
及
び
新
補
材
に
は
、
す
べ
て
見
え
隠
れ
部
分
に
修
理
年
号
を
刻
し
た
烙
印
を
押
し
た
。

 (一
〇
)木
部
防
腐
・
防
蟻
処
理

 イ
、
薬
剤
…
…
財
団
法
人
文
化
財
虫
害
研
究
所
認
定
品

 治
憲
廟
・
宗
房
廟
一
化
粧
部
キ
シ
ラ
モ
ン
TH

 野
物
部
ア
リ
ア
ン
チ

 吉
憲
廟
・
綱
勝
廟
ー
キ
シ
ラ
モ
ン
TH

 景
勝
廟
・
謙
信
廟
ー
キ
シ
ラ
モ
ン
TRク
リ
ヤ
ー

 斉
定
廟
・
顕
孝
廟
ー
キ
シ
ラ
モ
ン
エ
ー
ス

 ロ
、
施
工
範
囲
…
…
各
廟
の
土
台
・
床
板
廻
り
と
小
屋
廻
り
全
面
、
そ
の
他
必
要
と
思
わ

 れ
る
箇
所
。
塀
及
び
門
の
木
部
。



 ハ
、
工
法

 塗
布
、
吹
付
等
防
蟻
処
理
併
用
の
箇
所
等
そ
れ
ぞ
れ
の
要
求
度
に
応
じ
て
行
っ
た
。

 塗
布
・
吹
付
の
場
合
は
二
回
以
上
と
し
た
。
塗
布
・
吹
付
は
]回
の
量
一
平
方
メ
ー
ト

 ル
(木
材
面
積
)当
た
り
二
〇
〇
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
以
上
を
刷
毛
、
布
又
は
吹
付
機
に
よ

 り
処
理
し
た
。

 (
二
)
組
立

 解
体
の
逆
順
で
土
台
か
ら
順
次
軸
部
よ
り
組
み
上
げ
た
が
、
基
幹
寸
法
の
要
点
と
な
る
箇
所

 (当
初
材
の
石
口
等
)は
、
切
削
を
行
わ
ぬ
よ
う
十
分
に
注
意
し
た
。

 (
一
二
)
補
強

 ①
顕
孝
廟

 陸
梁
と
真
束
仕
口
部
分
が
雨
漏
り
の
た
め
腐
朽
し
、
こ
の
う
ち
上
木
と
な
る
隅
行
(南

 東
～
北
西
)の
陸
梁
が
中
央
部
分
で
完
全
滅
失
し
て
い
た
。
小
屋
組
を
解
体
し
な
け
れ

 ば
取
り
替
え
が
で
き
な
い
た
め
、
今
回
の
修
理
で
は
、
こ
の
梁
の
上
に
成
二
四
セ
ン
チ
、

 幅
一
八
セ
ン
チ
の
補
強
材
を
ボ
ル
ト
で
縫
い
合
わ
せ
補
強
し
た
。
真
束
は
、
腐
朽
し
て

 い
る
下
部
を
切
断
し
て
こ
の
補
強
材
の
上
か
ら
建
つ
よ
う
に
し
、
金
物
で
緊
結
し
た
。

 ②
治
憲
廟

 真
束
と
こ
れ
を
受
け
る
南
北
方
向
の
二
重
梁
が
腐
朽
し
て
い
た
た
め
、
取
り
替
え
た
。

 さ
ら
に
、
こ
の
二
重
梁
は
断
面
が
小
さ
く
、
構
造
的
に
不
十
分
と
認
め
ら
れ
た
の
で
、

 成
一
八
セ
ン
チ
、
幅
一
八
セ
ン
チ
の
挟
梁
を
抱
き
あ
わ
せ
て
ボ
ル
ト
で
緊
結
し
、
こ
れ

 と
直
行
す
る
陸
梁
上
に
枕
木
四
個
を
置
き
、
補
強
し
た
二
重
梁
と
背
違
い
と
な
る
よ
う

 に
一
二
セ
ン
チ
角
の
補
強
材
二
本
を
真
束
を
挟
ん
で
架
け
渡
し
、
枕
木
及
び
陸
梁
と
ボ

 ル
ト
で
緊
結
し
た
。

八
屋
根
工
事

 (
一
)
概
要

 各
廟
の
屋
根
は
在
来
に
倣
い
土
居
葺
を
行
っ
た
上
に
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
ル
ー
フ
ィ
ン
グ
と
ア

 ス
フ
ァ
ル
ト
フ
ェ
ル
ト
を
重
ね
張
り
し
、
銅
板
一
文
字
葺
と
し
た
。
謙
信
廟
塀
の
屋
根
は
カ
ラ
ー

 鉄
板
葺
、
門
の
屋
根
は
銅
板
一
文
字
葺
を
行
っ
た
。

 (二
)土
居
葺
(こ
け
ら
葺
)

 イ
、
材
料

 葺
板
…
…
杉
赤
身
材
、
幅
六
セ
ン
チ
上
、
厚
O.ニ

セ
ン
チ
、
長
さ
二
四
セ
ン

 チ
、
手
創
板

 竹
釘
…
…
軒
付
用
四
.五
セ
ン
チ
、
平
葺
用
三
.六
セ
ン
チ
、
焙
煎
し
た
も
の

 ロ
、
工
法

 平
葺
は
、
葺
始
め
一
通
り
四
.ニ
セ
ン
チ
足
、
以
下
四
.ニ
セ
ン
チ
足
で
葺
き
上
り
、

 竹
釘
は
二
足
毎
に
二
～
二
.五
セ
ン
チ
明
き
に
前
後
二
通
り
打
ち
と
し
た
。
葺
き
上
げ

 後
、
防
腐
処
理
と
し
て
全
面
に
キ
シ
ラ
モ
ン
ニ
回
塗
り
と
し
た
。

 (三
)銅
板
葺
及
び
鉄
板
葺

 イ
、
材
料

 ア
ス
フ
ァ
ル
ト
ル
ー
フ
ィ
ン
グ
…
…
二
二
キ
ロ

 ア
ス
フ
ァ
ル
ト
フ
ェ
ル
ト
…
…
…
…
二
〇
キ
ロ

 銅
板
…
…
厚
さ
O.三
五
ミ
リ
、
定
尺
圧
延
、
両
面
磨
板
(三
宝
伸
銅
製
)、
四

 ッ
切
り

 釘
…
…
銅
釘
、
長
さ
二
.
四
セ
ン
チ
一
四
番

 釣
子
…
…
共
板
、
長
さ
六
セ
ン
チ
、
幅
二
.四
セ
ン
チ

一
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 ロ
、
工
法

 下
地
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
フ
ェ
ル
ト
を
重
な
り
二
毛
ン
チ
に
敷
並
べ
、
ス
チ
ッ
プ
ル
止

 め
と
し
た
。
銅
板
及
び
鉄
板
と
も
折
曲
部
は
、
す
べ
て
切
れ
目
を
入
れ
ず
に
折
曲
げ
、

 矧
合
部
は
こ
は
ぜ
掛
け
と
し
、
は
ぜ
返
り
幅
は
下
板
一
.三
セ
ン
チ
、
上
板
一
.五
セ

 ン
チ
と
し
、
継
手
取
合
せ
は
や
り
違
い
に
こ
は
ぜ
掛
け
と
し
た
。
吊
子
は
、
板
一
枚
当

 た
り
三
箇
所
吊
り
付
け
た
。
水
切
り
は
通
し
吊
子
軒
先
よ
り
一
.五
セ
ン
チ
出
し
、
継

 手
突
付
け
、
間
隔
一
五
セ
ン
チ
に
釘
打
ち
し
た
。
水
切
板
は
、
幅
三
.六
セ
ン
チ
、
通

 し
吊
子
と
共
に
平
葺
板
に
掴
み
合
わ
せ
た
。
下
端
板
は
、
野
地
板
、
広
小
舞
間
に
差
し

 込
み
鼻
先
折
下
げ
水
切
板
に
掴
み
付
け
た
。

 九
左
官
工
事
(
謙
信
廟
)

 (
一
)
概
要

 塀
の
腰
壁
外
部
は
、
在
来
に
倣
っ
て
下
地
の
小
舞
掻
き
付
け
か
ら
漆
喰
上
塗
ま
で
行
っ
た
。

 (
二
)
材
料

 使
用
し
た
材
料
は
、
在
来
に
倣
う
こ
と
を
原
則
と
し
、
下
記
を
標
準
と
し
た
。

 聞
渡
し
…
…
径
ニ
セ
ン
チ
内
外
の
女
竹
又
は
雑
木
、
幅
一
.八
セ
ン
チ
内
外
の
割

竹

 小
舞
…
…
葭
(三
年
生
以
上
の
秋
伐
り
材
)、
又
は
割
竹

 小
舞
縄
…
…
径
八
ミ
リ
内
外
の
機
械
縄

 荒
壁
土
…
…
夾
雑
物
の
な
い
良
質
粘
土

 中
塗
土
…
…
荒
壁
土
で
五
ミ
リ
飾
を
通
過
す
る
程
度
の
も
の

 砂
…
…
荒
目
勝
の
川
砂

 ス
サ
…
…
荒
壁
用
藁
ス
サ
は
打
藁
三
～
九
セ
ン
チ
に
切
断
し
た
も
の
、
中
塗
用

 は
揉
み
ス
サ

 の
り
…
…
角
又
又
は
銀
杏
草

 石
灰
…
…
消
石
灰

 そ
の
他
…
…
洋
釘
、
貫
伏
せ
用
寒
冷
紗

 (
三
)
調
合

 標
準
調
合
比
は
下
記
に
よ
っ
た
。

 荒
壁
土
…
…
粘
土
一
立
方
に
対
し
藁
ス
サ
ニ
Oキ
ロ
前
後
、
使
用
前
三
箇
月
以
上

 水
練
り
し
て
寝
か
せ
た
も
の
、
途
中
数
回
切
り
返
し
、
藁
ス
サ
を
入

 れ
練
り
合
わ
せ
た
。
藁
ス
サ
は
、
練
り
合
わ
せ
前
に
煮
沸
し
柔
ら
か

 く
し
た
も
の
を
用
い
た
。

 中
塗
土
…
…
篩
い
漉
か
し
土
一
立
方
メ
ー
ト
ル
に
対
し
川
砂
○
.五
立
方
メ
ー
ト

 ル
前
後
、
揉
み
ス
サ
一
五
キ
ロ

 上
塗
漆
喰
…
…
石
灰
二
〇
キ
ロ
、
晒
し
ス
サ
一
.三
キ
ロ
、
角
又
一
キ
ロ

 (
四
)
工
法

 小
舞
掻
き
…
…
聞
渡
し
は
、
柱
等
の
聞
渡
し
穴
に
差
込
、
要
所
は
、
貫
に
釘
止
め
と

 し
た
。
小
舞
は
間
隔
三
セ
ン
チ
程
度
に
旧
規
に
倣
い
、
縦
横
に
小
舞

 縄
で
千
鳥
に
掻
き
付
け
た
。

 荒
壁
…
…
粘
土
に
旧
壁
土
を
混
ぜ
(古
土
五
割
内
外
)、
藁
ス
サ
を
入
れ
て
よ
く

 切
り
返
し
寝
か
せ
た
も
の
を
用
い
た
。
塗
り
上
げ
に
当
た
っ
て
は
、

 十
分
小
舞
に
摺
り
込
み
、
指
定
の
厚
さ
に
塗
り
上
げ
た
。
裏
返
し
は
、

 荒
壁
が
生
乾
き
の
う
ち
に
行
っ
た
。

一
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 斑
直
し
…
…
荒
壁
が
十
分
乾
い
た
後
に
行
っ
た
。
貫
材
の
上
に
寒
冷
紗
を
張
り
、

 貫
伏
せ
を
行
っ
た
。
散
り
廻
り
に
は
、
布
連
を
打
ち
、
散
り
漆
喰
を

 用
い
て
塗
り
込
め
た
。

 中
塗
…
…
斑
直
し
乾
燥
後
、
中
塗
土
を
薄
手
の
饅
で
十
分
押
し
つ
け
、
不
陸
の

 な
い
よ
う
塗
り
上
げ
た
。

 漆
喰
上
塗
…
…
上
塗
は
、
指
定
の
厚
み
に
上
塗
用
漆
喰
を
用
い
、
不
陸
の
な
い
よ
う

 塗
り
つ
け
、
斑
・
散
り
切
れ
等
の
な
い
よ
う
に
金
鏝
で
よ
く
仕
上
げ

 た
。

 (五
)特
記
事
項

 荒
壁
土
は
、
旧
壁
土
と
新
土
を
混
ぜ
合
わ
せ
て
使
用
し
た
。
新
土
は
、
廟
所
北
側
の
土
を
採

 取
し
て
二
箇
月
以
上
十
分
寝
か
せ
た
。
こ
の
期
間
は
、
単
に
水
を
張
っ
て
放
置
し
て
お
く
だ
け

 で
な
く
、
定
期
的
に
切
り
返
し
藁
を
加
え
て
練
り
合
わ
せ
た
。
左
官
材
料
の
保
管
は
、
常
に
乾

 燥
状
態
に
し
て
お
き
、
壁
塗
り
上
げ
後
の
乾
燥
は
自
然
な
状
態
と
し
、
シ
ー
ト
覆
い
又
は
莚
掛

 け
等
に
よ
る
早
期
乾
燥
予
防
の
措
置
を
講
じ
た
。
ま
た
、
寒
冷
時
の
施
工
は
、
避
け
て
施
工
計

 画
を
立
て
た
。

 [
O
雑
工
事

 (一
)建
具
補
修

 謙
信
廟
を
除
く
各
廟
正
面
の
桟
唐
戸
は
、
一
旦
取
り
外
し
て
、
上
部
花
狭
間
や
竪
子
等
の
欠

 損
部
分
を
補
修
し
、
全
体
の
締
め
直
し
を
行
っ
た
。
新
材
部
分
に
は
、
「
木
工
事
-古
色
塗
り
」

 に
準
じ
て
古
色
塗
り
を
施
し
た
。
建
て
付
け
ば
、
垂
直
を
た
だ
し
、
召
し
合
わ
せ
部
分
に
隙
間

 が
生
じ
な
い
よ
う
に
建
て
込
ん
だ
。
南
京
錠
は
、
既
製
品
の
う
ち
見
本
品
に
よ
り
、
監
督
員
の

 承
諾
を
得
て
決
定
し
た
。

 (二
)石
塔
補
修
・
据
直
し

 治
憲
廟
と
謙
信
廟
を
除
く
、
霊
屋
内
部
の
五
輪
塔
は
、
建
物
解
体
や
揚
屋
に
当
た
っ
て
破
損

 し
な
い
よ
う
毛
布
等
で
養
生
を
施
し
、
揚
屋
完
了
後
一
旦
解
体
し
て
、
礎
石
下
に
山
砂
、
飼
石

 を
敷
込
み
傾
き
を
是
正
し
、
地
輪
か
ら
空
輪
ま
で
各
石
毎
に
上
端
の
水
平
を
取
り
な
が
ら
順
次

 組
み
上
げ
た
。
治
憲
廟
は
、
工
事
に
先
立
ち
、
建
物
内
部
に
三
つ
又
を
組
み
養
生
を
施
し
た
石

 材
を
チ
ェ
ー
ン
ブ
ロ
ッ
ク
で
一
個
ず
つ
吊
り
上
げ
て
正
面
扉
口
か
ら
搬
出
し
、
別
に
設
け
た
仮

 安
置
所
(仮
設
工
事
参
照
)に
仮
置
き
し
た
。
据
直
し
は
、
新
た
に
打
設
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト

 基
礎
上
据
え
直
し
た
。
さ
ら
に
、
斉
定
廟
は
、
地
輪
下
の
基
礎
石
二
個
の
う
ち
、
破
損
し
た
一

 個
を
石
材
用
エ
ポ
キ
シ
系
接
着
剤
を
用
い
て
接
着
し
た
。
ま
た
、
治
憲
廟
、
斉
定
廟
、
顕
孝
廟

 の
梵
字
は
、
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
後
、
剥
落
の
程
度
に
よ
り
補
筆
又
は
塗
直
し
た
。
(治
憲
廟
、
斉
定

 廟
は
群
青
、
顕
孝
廟
は
墨
塗
)

 (三
)門
・
木
柵
補
修

 解
体
し
た
門
と
木
柵
は
、
破
損
部
分
を
補
修
し
、
解
体
番
付
に
従
い
元
通
り
組
み
立
て
た
。

 こ
の
う
ち
、
斉
定
廟
と
顕
孝
廟
は
、
施
工
年
度
で
あ
る
平
成
二
二
年
度
に
復
旧
し
た
が
、
治
憲

 廟
か
ら
景
勝
廟
ま
で
は
、
平
成
一
一
年
度
に
ま
と
め
て
復
旧
し
た
。

 イ
、
木
柵
…
…
控
柱
の
間
隔
が
不
定
で
あ
っ
た
た
め
、
強
度
と
美
観
を
考
慮
し
て
こ

 れ
を
等
間
隔
に
整
備
し
、
新
た
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
基
礎
を
設
け
て
、

 羽
子
板
ボ
ル
ト
で
足
下
を
緊
結
し
た
。
ま
た
、
地
覆
に
は
一
.ニ
メ
ー

 ト
ル
間
隔
に
ス
テ
ン
レ
ス
製
の
ケ
ミ
カ
ル
ア
ン
カ
ー
を
埋
め
込
み
、

 基
壇
上
部
積
石
と
緊
結
し
た
。

 ロ
、
門
…
…
柱
礎
石
に
モ
ル
タ
ル
を
用
い
て
据
え
直
し
た
が
、
使
用
は
で
き
る
限

 り
控
え
、
目
立
た
な
い
よ
う
施
工
し
た
。
控
柱
コ
ン
ク
リ
ー
ト
基
礎

 に
は
羽
子
板
金
物
を
埋
め
込
み
、
柱
と
緊
結
し
た
。
屋
根
の
銅
板
葺

 は
在
来
通
り
一
文
字
葺
と
し
、
門
扉
は
破
損
部
分
を
繕
い
、
締
め
直

 し
の
う
え
、
建
て
付
け
を
調
整
し
て
取
り
付
け
た
。
そ
の
他
材
料
、

 工
法
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
、
廟
所
各
工
事
仕
様
に
倣
っ
た
。

 (四
)柵
笠
木
鉄
板
包

 木
柵
の
笠
木
を
カ
ラ
ー
鉄
板
で
包
み
込
ん
だ
。

 イ
、
材
料
カ
ラ
ー
鉄
板
…
…
厚
○
.
三
ミ
リ

 釘
…
…
鉄
釘

 ロ
、
工
法
継
手
こ
は
ぜ
掛
け
、
吊
子
止
め
と
し
た
。

 (五
)謙
信
廟
木
柵
修
理

 雪
害
に
よ
り
破
損
し
た
正
面
を
除
く
両
側
面
、
背
面
の
木
柵
を
修
理
し
た
。
(た
だ
し
、
仮
設

 工
事
で
解
体
復
旧
し
た
西
側
背
面
寄
り
八
メ
ー
ト
ル
は
除
く
。
)柵
は
解
体
番
付
を
附
し
、
い
っ

 た
ん
解
体
し
た
。
基
礎
石
は
、
す
べ
て
再
用
し
た
が
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
地
業
を
新
た
に
行
っ
て

 不
陸
を
調
整
し
、
モ
ル
タ
ル
で
据
直
し
た
。
木
部
は
、
腐
朽
し
て
い
る
土
台
、
柱
、
折
損
し
て

 い
る
笠
木
等
を
在
来
に
倣
っ
て
作
製
し
取
り
替
え
た
。
土
台
、
柱
、
貫
、
笠
木
は
、
杉
材
、
控

 柱
、
控
貫
は
栗
材
を
用
い
、
地
覆
は
一
.ニ
メ
ー
ト
ル
間
隔
に
ス
テ
ン
レ
ス
製
の
ケ
ミ
カ
ル
ア

 ン
カ
ー
で
布
基
礎
石
と
緊
結
、
笠
木
は
カ
ラ
ー
鉄
板
包
を
施
こ
し
た
。
控
柱
は
柱
七
本
毎
と
し
、

 内
外
交
互
に
設
け
た
。
ま
た
、
東
面
と
西
面
に
管
理
用
の
出
入
口
木
戸
(施
錠
付
)を
設
け
た
。

 (六
)綱
勝
廟
金
具
新
調

 土
台
隅
の
鉄
製
金
具
は
、
破
損
し
た
在
来
の
金
具
を
も
と
に
原
寸
図
を
作
成
し
、
監
督
員
の

 承
諾
を
得
て
製
作
し
た
。
仕
上
は
、
黒
漆
焼
付
塗
装
仕
上
と
し
、
鋲
釘
も
同
様
に
新
調
し
た
。

 取
り
付
け
に
は
、
木
槌
を
用
い
、
金
具
に
傷
や
凹
み
が
生
じ
な
い
よ
う
留
意
し
た
。

 (七
)治
憲
廟
遺
物
複
製
品

 調
査
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
遺
物
の
う
ち
、
墓
誌
、
数
珠
、
ガ
ラ
ス
玉
、
水
晶
玉
の
複
製
品

 を
作
製
し
た
。
な
お
、
製
作
は
現
場
保
存
小
屋
で
行
っ
た
。

 イ
、
複
製
遺
物
…
…
墓
誌
三
点

 ガ
ラ
ス
玉
、
水
晶
玉

 数
珠
一
〇
八
点
(朱
塗
り
数
珠
の
う
ち
、
六
点
を
型
取
り
し
そ
の

 型
を
も
と
に
作
製
し
た
)

 ロ
、
材
料
…
…
内
型
ー
シ
リ
コ
ン
ラ
バ
ー

 複
製
-合
成
樹
脂
、
カ
シ
ュ
ー
、
顔
料
、
岩
絵
具

 ハ
、
工
法

 写
真
撮
影
…
…
写
真
を
も
と
に
彩
色
を
行
う
た
め
、
各
遺
物
と
も
様
々
な
方
向
か

 ら
詳
細
な
写
真
撮
影
を
行
っ
た
。

 雌
型
取
り
…
…
ま
ず
、
遺
物
に
直
接
型
取
り
用
の
シ
リ
コ
ン
ラ
バ
ー
が
触
れ
な
い

 よ
う
に
す
る
た
め
、
錫
箔
を
全
体
に
貼
っ
た
。
次
に
、
墓
誌
の
場

 合
は
内
型
と
し
て
シ
リ
コ
ン
ラ
バ
ー
数
回
塗
り
重
ね
、
変
形
を
防

 ぐ
た
め
、
補
強
布
(ガ
ー
ゼ
)を
塗
り
込
ん
で
硬
化
を
待
ち
、
外

 型
と
し
て
合
成
樹
脂
を
塗
っ
た
。
数
珠
、
ガ
ラ
ス
玉
等
の
場
合
は
、

 資
料
が
小
さ
い
た
め
、
シ
リ
コ
ン
ラ
バ
ー
だ
け
で
型
を
製
作
し
た
。

 型
は
遺
物
を
傷
め
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
、
二
つ
に
分
か
れ
る
よ

 う
注
意
深
く
作
製
し
、
型
を
取
り
外
し
た
後
、
遺
物
を
清
掃
し
て

 異
常
の
有
無
を
確
認
し
た
。



 成
形
…
…
墓
誌
の
場
合
は
、
型
に
合
成
樹
脂
と
ガ
ラ
ス
ク
ロ
ス
を
積
層
し
、

 二
つ
の
型
を
合
わ
せ
て
硬
化
さ
せ
た
。
数
珠
、
ガ
ラ
ス
玉
等
の
場

 合
は
、
合
成
樹
脂
の
み
を
用
い
て
硬
化
を
待
っ
た
。
硬
化
後
、
型

 を
取
り
外
し
、
合
わ
せ
目
や
不
都
合
な
箇
所
の
修
正
、
補
修
を
行

 い
仕
上
げ
た
。

 彩
色
…
…
あ
ら
か
じ
め
撮
影
し
て
お
い
た
写
真
を
参
考
に
、
カ
シ
ュ
ー
、
顔

 料
、
岩
絵
具
等
を
用
い
て
実
物
同
様
の
質
感
、
色
合
い
を
再
現
し

 た
。

 特
記
事
項
…
…
遺
物
の
取
り
扱
い
は
、
慎
重
に
行
い
、
複
製
品
に
つ
い
て
は
、
経

 年
に
よ
る
変
形
や
退
色
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
使
用
す
る
合
成
樹
脂
、

 彩
色
材
料
の
選
定
に
万
全
を
期
し
た
。

 (八
)立
木
伐
採

 西
側
廟
所
全
面
の
立
木
(縦
)は
、
七
本
す
べ
て
を
伐
採
し
、
根
も
す
べ
て
除
去
し
て
山
砂

 を
用
い
て
埋
め
戻
し
た
。
伐
採
す
る
と
き
は
、
破
損
し
な
い
よ
う
付
近
の
石
燈
篭
と
参
道
敷
石

 に
養
生
を
施
し
た
。
な
お
、
抜
根
作
業
に
併
せ
て
米
沢
市
教
育
委
員
会
係
官
に
よ
る
発
掘
調
査

 を
行
っ
た
。
一

 (九
)斉
定
廟
前
石
灯
籠
据
直
し

 雪
害
に
よ
り
傾
い
た
石
灯
籠
二
基
(平
成
二
年
自
費
修
理
で
据
え
直
さ
な
か
っ
た
も
の
)

 を
据
え
直
し
た
。
三
つ
又
を
組
み
、
チ
ェ
ー
ン
ブ
ロ
ッ
ク
を
用
い
て
、
上
部
か
ら
順
番
に
丁
寧

 に
解
体
し
た
。
各
部
材
は
、
破
損
し
な
い
よ
う
毛
布
等
を
用
い
て
養
生
を
施
し
た
。
所
定
の
深

 さ
に
根
切
り
を
施
し
、
無
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
基
礎
を
打
設
し
て
、
モ
ル
タ
ル
で
基
礎
石
を
水
平

 に
据
え
付
け
、
傾
き
に
注
意
し
な
が
ら
順
次
、
垂
直
に
組
み
上
げ
た
。

 (一
〇
)修
理
銘
板

 工
事
完
了
後
、
工
事
の
種
別
及
び
年
月
日
を
銅
板
(巾
二
.五
セ
ン
チ
×
長
一
八
セ
ン
チ
×

 厚
○
.二
五
セ
ン
チ
)に
陰
刻
し
、
各
建
物
の
内
部
南
西
隅
柱
に
取
付
け
た
。

 (二
)跡
片
付
・
清
掃

 諸
工
事
完
了
後
、
仮
設
物
を
解
体
撤
去
し
、
工
事
場
内
を
跡
片
付
・
清
掃
し
た
。

第
三
章
発
掘
調
査

 一
、
墓
所
の
周
辺
調
査

 一
調
査
の
概
要

 史
跡
地
内
を
対
象
と
し
た
発
掘
調
査
は
、
墓
所
基
壇
の
変
容
と
拝
殿
の
状
況
、
排
水
施
設
の

 確
認
、
石
塔
基
礎
の
状
況
、
空
堀
の
状
況
と
範
囲
確
認
を
目
的
に
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
調

 査
は
、
測
量
調
査
か
ら
開
始
し
、
測
量
終
了
後
に
外
部
施
設
と
な
る
空
掘
と
内
部
施
設
の
墓
所

 周
辺
に
大
別
し
て
発
掘
調
査
を
行
っ
た
。
調
査
の
手
法
は
、
ト
レ
ン
チ
法
を
採
用
し
た
が
、
市

 道
や
隣
接
す
る
民
家
等
の
制
約
か
ら
部
分
的
な
調
査
を
断
続
的
に
進
め
る
方
法
で
行
い
、
昭
和

 六
二
年
の
一
次
調
査
か
ら
昭
和
六
三
年
の
二
次
調
査
、
そ
し
て
平
成
三
年
の
三
次
調
査
の
三
箇

 年
に
わ
た
っ
て
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
ト
レ
ン
チ
に
よ
る
調
査
箇
所
は
、
文
化
一
四
(一
八

 一
七
)年
の
御
廟
所
絵
図
(法
音
寺
蔵
)を
参
考
に
し
て
設
定
し
た
も
の
で
、
ニ
メ
ー
ト
ル
幅

 を
基
本
に
一
六
箇
所
を
配
し
た
。
最
終
的
な
調
査
面
積
は
、
三
二
四
平
方
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。

 そ
の
後
、
廟
所
西
側
参
道
に
植
込
ま
れ
た
縦
木
の
影
響
で
敷
石
部
分
の
崩
壊
と
立
木
が
傾
む

 く
な
ど
の
弊
害
が
生
じ
た
こ
と
で
の
伐
採
と
抜
根
・
参
道
敷
石
の
積
替
え
工
事
を
計
画
す
る
こ

 と
と
な
っ
た
。
当
該
箇
所
は
、
西
側
廟
所
の
拝
所
が
存
在
し
た
範
囲
に
含
ま
れ
る
こ
と
な
ど
か

 ら
万
一
を
考
え
、
事
前
調
査
を
行
っ
た
。
調
査
は
、
西
側
参
道
の
間
に
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し
、

 抜
根
と
並
行
し
な
が
ら
四
次
調
査
と
し
て
、
平
成
一
〇
年
に
実
施
し
た
。
以
下
、
調
査
期
間
.

 調
査
体
制
・
調
査
箇
所
は
、
下
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

 (一
)第
一
次
調
査

 ・
調
査
期
間
昭
和
六
二
年
七
月
二
〇
～
二
四
日
・
八
月
一
〇
日
・
二
日
・
九
月
一
七
～
二

一
日

 ・
調
査
箇
所
A～
Jト
レ
ン
チ
(一
〇
箇
所
)

 ・
調
査
面
積
二
一
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

 (二
)第
二
次
調
査

 ・
調
査
期
間
昭
和
六
三
年
七
月
二
六
～
二
九
日
・
九
月
七
日
・
八
日

 ・
調
査
箇
所
K～
Nト
レ
ン
チ
(四
箇
所
)

 ・
調
査
面
積
九
〇
平
方
メ
ー
ト
ル

 (三
)第
三
次
調
査

 ・
調
査
期
間
平
成
三
年
一
〇
月
二
一
一
二
三
日

 ・
調
査
箇
所
0～
Pト
レ
ン
チ
(二
箇
所
)

 ・
調
査
面
積
二
四
平
方
メ
ー
ト
ル

 (四
)第
四
次
調
査

 ・
調
査
期
間
平
成
一
〇
年
一
一
月
二
四
日
～
同
年
一
二
月
二
二
日

 ・
調
査
箇
所
A～
Gト
レ
ン
チ
(七
箇
所
)

 ・
調
査
面
積
九
平
方
メ
ー
ト
ル

 (五
)調
査
体
制

 ・
調
査
総
括
安
部
敏
夫
(昭
和
六
二
年
)・
桜
井
三
男
(昭
和
六
三
年
)

 小
関
薫
(平
成
三
年
Y小
杉
基
(平
成
一
〇
年
)

 ・
調
査
担
当
手
塚
孝

 ・
調
査
主
任
菊
地
政
信
・
金
子
正
廣
(昭
和
六
二
・
六
三
年
)・
菊
地
政
信
(平
成
三
年
)



 二
検
出
さ
れ
た
遺
構

 遺
構
は
、
空
堀
を
中
心
と
す
る
外
部
施
設
と
柵
を
境
に
し
た
上
杉
家
墓
所
内
部
施
設
に
大
別

 さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
調
査
で
検
出
・
確
認
し
た
遺
構
の
事
実
関
係
を
現
状
と
比
較
し
て
述
べ

 て
み
る
こ
と
に
す
る
。

 (一
)空
堀
「
第
一
六
～
二
一
図
・
第
一
図
版
」

 空
掘
は
、
現
在
の
状
況
か
ら
す
る
と
東
側
以
外
は
甫
の
一
部
、
西
側
の
約
半
分
を
残
す
外
は
、

 後
世
の
埋
め
立
て
に
よ
っ
て
道
路
敷
や
墓
地
と
な
っ
て
い
る
。

 調
査
は
、
当
時
の
形
態
と
範
囲
を
確
認
す
る
た
め
に
東
西
南
北
に
各
二
箇
所
の
ト
レ
ン
チ
を

 配
し
て
行
っ
た
。
各
ト
レ
ン
チ
と
も
後
世
の
埋
め
立
て
や
自
然
崩
壊
の
影
響
で
著
し
く
崩
れ
て

 い
る
箇
所
も
あ
っ
て
、
明
確
に
で
き
な
い
所
も
存
在
し
た
が
、
基
本
的
な
堀
の
形
態
は
箱
掘
を

 示
す
も
の
と
判
断
し
た
。
堀
幅
は
、
南
堀
と
東
堀
が
狭
く
、
北
と
西
の
堀
幅
が
僅
か
に
広
く
構

 築
す
る
と
い
っ
た
特
徴
を
示
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
西
空
堀
と
北
空
堀
の
内
部
に
は
、
粘
土
と

 川
原
石
を
用
い
て
修
復
を
施
し
た
痕
跡
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

 各
ト
レ
ン
チ
の
発
掘
調
査
の
状
況
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

 ・
南
空
堀
「
第
二
〇
図
・
第
一
図
版
」

 南
空
堀
は
、
墓
所
の
門
を
境
に
東
側
堀
と
西
側
堀
と
に
分
け
ら
れ
る
。
西
側
堀
は
上
杉
家
墓

 所
の
駐
車
場
と
法
音
寺
の
墓
地
と
し
て
既
に
整
備
さ
れ
、
堀
の
痕
跡
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き

 な
い
が
、
東
側
堀
に
関
し
て
は
、
辛
う
じ
て
当
時
の
面
影
を
残
し
て
い
る
。
確
認
さ
れ
る
東
側

 堀
は
約
四
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
が
、
堀
内
部
に
設
置
さ
れ
た
公
衆
便
所
の
影
響
に
よ
る
土
砂
の

 流
入
で
全
体
的
に
浅
く
な
っ
て
い
る
。
確
認
調
査
は
、
現
存
す
る
東
側
に
M・
N二
本
の
ト
レ

 ン
チ
を
配
し
て
調
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
堀
の
幅
は
Mト
レ
ン
チ
で
三
.○
八
～
三
.一
五

 メ
ー
ト
ル
、
深
さ
九
〇
～
九
五
セ
ン
チ
。
Nト
レ
ン
チ
で
三
.二
二
～
三
.六
メ
ー
ト
ル
、
深
さ

 九
五
一
一
〇
〇
セ
ン
チ
で
あ
る
。
墓
所
内
部
に
接
す
る
土
塁
側
面
が
崩
れ
て
い
る
こ
と
も
考
慮

 し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
南
空
堀
の
幅
と
し
て
は
概
ね
三
メ
ー
ト
ル
で
、
深
さ
一
メ
ー
ト
ル

 前
後
の
箱
堀
で
あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
な
お
、
東
側
の
公
衆
便
所
に
関
し
て
は
、
老
朽

 化
に
伴
い
平
成
七
年
に
撤
去
し
、
西
側
駐
車
場
の
南
西
側
に
新
築
移
転
し
て
い
る
。

 ・
北
空
堀
「
第
一
八
図
・
第
一
九
図
・
第
一
図
版
」

 北
空
堀
は
、
現
況
で
そ
の
痕
跡
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
大
半
が
埋
め
戻
さ
れ
て
市

 道
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。
調
査
は
、
北
空
堀
の
東
西
に
K・
L二
本
の
ト
レ
ン
チ
を
配
し
て

 調
査
を
実
施
し
た
。
確
認
さ
れ
た
堀
は
、
箱
堀
と
修
復
後
に
薬
研
堀
に
改
修
し
た
痕
跡
を
示
し

 て
い
る
。
当
初
の
箱
堀
は
、
Kト
レ
ン
チ
で
幅
三
.八
二
～
三
.九
一
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
一
.一
八

 ～
一
.二
一
メ
ー
ト
ル
。
Lト
レ
ン
チ
が
幅
三
.三
五
一
三
.五
一
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
一
.一
九

 ～
一
.二
三
メ
ー
ト
ル
と
東
側
が
狭
く
、
西
側
に
行
く
に
従
っ
て
広
く
構
築
さ
れ
て
い
る
。
深

 さ
は
、
→
■
ニ
メ
ー
ト
ル
前
後
と
一
定
し
て
い
る
。

 一
方
、
修
復
後
の
堀
は
、
版
築
工
法
を
施
し
て
薬
研
堀
に
改
修
し
た
も
の
で
あ
り
、
第
一
八

 図
・
第
一
九
図
に
示
し
た
面
一
一
八
の
土
層
を
堀
の
底
面
と
側
面
に
貼
り
付
け
て
あ
る
。

 版
築
は
、
粘
土
層
と
シ
ル
ト
層
に
砂
利
や
礫
を
加
え
た
も
の
で
、
幅
で
九
〇
セ
ン
チ
(三
尺
)

 部
分
を
縮
小
し
、
深
さ
三
〇
セ
ン
チ
(一
尺
)程
浅
く
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
Kト
レ
ン
チ
北

 側
の
落
ち
込
み
を
整
地
し
た
痕
跡
も
認
め
ら
れ
て
い
る
。
確
認
さ
れ
た
堀
跡
を
現
在
の
道
路
に

 置
き
換
え
れ
ば
、
道
路
敷
の
三
分
の
二
以
上
を
占
め
る
こ
と
に
な
る
。

 ・
東
空
堀
「
第
一
七
図
・
第
二
一
図
・
第
一
図
版
」

 上
杉
家
墓
所
の
空
堀
で
最
も
現
況
を
残
す
の
が
東
空
堀
で
あ
り
、
約
一
五
五
メ
ー
ト
ル
に

 沿
っ
て
確
認
さ
れ
る
。
調
査
は
、
ほ
ぼ
中
央
部
分
と
な
る
Bト
レ
ン
チ
と
南
よ
り
の
Pト
レ
ン









 チ
の
二
本
を
設
定
し
て
行
っ
た
結
果
、
概
ね
三
メ
ー
ト
ル
前
後
の
箱
堀
の
形
態
を
示
す
。
Bト

 レ
ン
チ
で
の
堀
幅
は
、
三
.三
一
三
.四
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
六
五
～
七
一
セ
ン
チ
で
あ
る
。
P

 ト
レ
ン
チ
が
幅
二
.九
～
二
.九
五
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
一
.一
九
～
一
.二
四
メ
ー
ト
ル
と
北

 側
が
僅
か
に
広
く
南
に
行
く
に
従
っ
て
狭
く
な
る
一
方
、
深
さ
は
逆
に
南
側
が
深
く
北
側
が
浅

 い
と
い
っ
た
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
レ
ベ
ル
上
で
は
ほ
ぼ
一
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

 当
時
の
水
堀
水
位
を
意
図
し
た
も
の
と
い
え
る
。

 ・
西
空
堀
「
第
一
七
図
・
第
二
一
図
・
第
一
図
版
」

 西
空
堀
は
、
南
側
に
堀
の
痕
跡
が
確
認
さ
れ
る
外
は
、
隣
接
す
る
道
路
と
並
行
し
て
埋
め
ら

 れ
て
い
る
。
ま
た
、
僅
か
に
残
る
南
側
に
関
し
て
も
通
学
道
路
と
し
て
の
危
険
上
の
理
由
か
ら

 埋
め
ら
れ
て
い
る
。
調
査
は
、
既
に
埋
め
ら
れ
た
堀
の
確
認
を
す
る
た
め
に
、
北
側
に
A・
〇

 二
箇
所
の
ト
レ
ン
チ
を
配
し
て
行
っ
た
。
空
堀
は
、
北
空
堀
と
同
様
に
初
期
の
箱
堀
を
改
修
し

 て
あ
る
。
た
だ
し
、
北
空
堀
で
は
薬
研
堀
に
改
修
し
て
い
る
の
に
対
し
、
西
空
堀
は
箱
堀
に
仕

 上
げ
て
あ
っ
た
。
初
期
の
箱
堀
は
、
Aト
レ
ン
チ
で
幅
三
.九
～
三
.九
二
メ
ー
ト
ル
、
深
さ

 一
.〇
九
～
一
.一
一
メ
ー
ト
ル
。
Oト
レ
ン
チ
で
幅
四
.一
一
四
.五
メ
ー
ト
ル
、
深
さ
一
.二
五

 ～
一
.三
メ
ー
ト
ル
と
確
認
さ
れ
た
堀
の
中
で
は
最
も
幅
が
あ
り
、
深
い
こ
と
が
分
か
っ
た
。

 恐
ら
く
水
堀
だ
っ
た
堀
と
し
て
は
、
幅
二
間
半
(四
.五
メ
ー
ト
ル
)、
深
さ
四
尺
(一
.ニ

 メ
ー
ト
ル
)を
基
本
に
掘
ら
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

 修
復
後
の
空
堀
は
、
幅
で
約
九
五
一
一
〇
三
セ
ン
チ
短
く
、
深
さ
も
三
五
～
五
五
セ
ン
チ
ほ

 ど
浅
く
な
っ
て
い
る
。
基
本
的
に
は
北
堀
と
同
様
の
幅
で
九
〇
セ
ン
チ
(三
尺
)部
分
を
縮
小

 さ
せ
て
二
間
(二
一
尺
)の
長
さ
に
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

 ・
空
堀
の
復
元
「
第
二
二
図
」

 発
掘
調
査
で
確
認
さ
れ
た
成
果
を
簡
単
に
要
約
す
れ
ば
、
南
堀
と
東
堀
の
幅
が
二
.九
一

 三
.六
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
で
検
出
さ
れ
、
北
堀
と
西
堀
が
三
.三
五
一
四
.五
メ
ー
ト
ル
と
な

 り
、
北
と
西
の
堀
幅
が
僅
か
に
広
い
と
い
っ
た
特
徴
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
数
字
を
基
に
推
測

 す
れ
ば
、
北
堀
と
西
堀
は
二
間
(一
二
尺
)、
南
堀
と
東
堀
は
一
間
半
(九
尺
)を
前
提
に
構
築

 し
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
深
さ
は
最
も
浅
い
東
堀
で
六
五
セ
ン
チ
、
最
も
深
い
西
堀
で
一
.三

 メ
ー
ト
ル
で
あ
る
が
、
平
均
的
に
は
一
.ニ
メ
ー
ト
ル
前
後
と
な
り
、
四
尺
を
基
準
に
し
て
い

 た
可
能
性
が
あ
る
。

 一
方
、
北
堀
と
西
堀
で
検
出
さ
れ
た
粘
土
版
築
に
よ
る
修
復
痕
跡
は
、
文
化
一
四
年
の
上
杉

 御
廟
所
絵
図
に
記
載
さ
れ
て
い
る
『
寛
政
年
中
堀
御
再
興
之
庭
近
町
家
々
漫
氣
深
及
迷
惑
候
故

 伺
之
上
空
堀
相
成
候
』
の
記
述
に
符
号
す
る
。
つ
ま
り
、
当
初
の
水
堀
を
寛
政
年
中
に
部
分
修

 復
し
幅
一
間
半
、
深
さ
三
尺
の
空
堀
(薬
研
堀
)に
改
修
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

 さ
ら
に
、
各
ト
レ
ン
チ
調
査
の
成
果
を
基
に
当
時
の
堀
を
復
元
し
た
の
が
第
≡
二
図
で
、
南

 堀
一
一
七
メ
ー
ト
ル
、
北
堀
で
二
四
メ
ー
ト
ル
、
東
堀
が
一
八
○
メ
ー
ト
ル
、
西
堀
が
一
九

 〇
メ
ー
ト
ル
と
い
っ
た
配
置
が
想
定
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
北
堀
は
現
存
す
る
市
道
の
三

 分
の
二
に
あ
た
り
、
西
側
の
道
路
も
南
側
か
ら
西
端
を
斜
め
に
横
断
す
る
よ
う
に
堀
が
存
在
し

 て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

 (二
)土
塁
「
第
一
七
図
版
」

 土
塁
は
、
堀
の
内
側
に
僅
に
残
在
し
、
三
八
～
九
〇
セ
ン
チ
の
高
さ
を
ニ
メ
ー
ト
ル
前
後
の

 幅
で
確
認
し
た
。
最
も
明
瞭
に
確
認
さ
れ
た
の
が
Mト
レ
ン
チ
と
Kト
レ
ン
チ
で
、
絵
図
で
示

 す
馬
走
り
に
相
当
す
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
絵
図
の
中
で
土
手
と
示
さ
れ
て
い
る
空

 堀
の
外
部
空
間
に
関
し
て
は
、
明
確
に
で
き
な
か
っ
た
。



 (三
)基
壇
「
第
二
三
図
・
第
二
四
図
・
第
三
～
五
図
版
」

 基
壇
は
、
藩
祖
謙
信
廟
の
参
道
を
境
に
左
右
二
箇
所
に
大
別
さ
れ
る
。
左
側
を
構
成
す
る
西

 基
壇
は
、
初
代
景
勝
廟
か
ら
三
代
綱
勝
廟
、
五
代
吉
憲
廟
、
七
代
宗
房
廟
、
九
代
治
憲
廟
ま
で

 の
五
廟
所
を
一
括
し
た
基
壇
で
構
築
す
る
も
の
で
、
東
西
の
全
長
が
三
九
メ
ー
ト
ル
、
南
北
の

 幅
は
八
.六
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。

 右
側
(東
基
壇
)は
、
二
代
定
勝
廟
か
ら
四
代
綱
憲
廟
、
六
代
宗
憲
廟
、
八
代
重
定
廟
、
一

 〇
代
治
広
廟
の
五
廟
所
を
一
体
と
し
た
基
壇
構
築
で
あ
り
、
東
西
長
が
三
九
メ
ー
ト
ル
、
南
北

 幅
が
八
.六
メ
ー
ト
ル
と
同
じ
規
格
で
構
成
さ
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
外
に
西
端
基
壇

 に
付
随
す
る
世
子
顕
孝
廟
、
一
一
代
斉
定
廟
に
関
し
て
は
、
割
愛
す
る
。
史
跡
の
基
壇
に
用
い

 ら
れ
た
石
材
の
多
く
は
、
擬
灰
岩
の
切
石
で
地
元
の
成
島
・
長
手
・
高
畠
石
を
使
用
し
て
い
る

 が
、
九
代
治
憲
、
顕
孝
、
一
一
代
斉
定
、
一
〇
代
治
広
廟
と
い
っ
た
顕
孝
廟
以
降
に
構
築
さ
れ

 た
廟
所
石
材
に
関
し
て
は
、
何
れ
も
安
山
岩
や
玄
武
岩
と
い
っ
た
川
原
石
(鬼
面
川
産
)を
利

 用
す
る
の
が
特
徴
と
な
る
。

 ま
た
、
石
材
の
中
に
は
、
転
用
石
材
も
含
ま
れ
て
お
り
、
景
勝
廟
の
南
東
隅
の
基
壇
石
材
は
、

 明
ら
か
に
、
廟
所
に
通
ず
る
参
道
に
設
置
さ
れ
て
い
た
石
灯
篭
の
基
礎
転
用
石
材
で
あ
る
。
外

 に
も
石
灯
篭
の
燈
身
を
再
利
用
し
た
箇
所
が
部
分
的
に
み
ら
れ
な
ど
、
一
定
期
間
に
基
壇
の
改

 修
・
修
復
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
を
示
す
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

 調
査
は
、
家
祖
謙
信
廟
の
参
道
を
境
に
し
て
、
左
右
基
壇
の
空
間
に
長
さ
ニ
メ
ー
ト
ル
、
幅

 一
二
メ
ー
ト
ル
の
Cト
レ
ン
チ
、
Dト
レ
ン
チ
及
び
定
勝
、
綱
憲
廟
の
後
方
に
長
さ
ニ
メ
ー

 ト
ル
、
幅
四
メ
ー
ト
ル
の
三
本
を
配
し
て
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
約
一
〇
～
一
五
セ
ン
チ
程
掘

 り
下
げ
た
面
に
第
二
四
図
に
示
す
よ
う
な
川
原
石
を
丹
念
に
敷
き
詰
め
た
痕
跡
が
認
め
ら
れ
た
。

 川
原
石
の
範
囲
は
、
景
勝
廟
の
基
壇
直
下
か
ら
東
側
に
一
.二
～
一
.三
五
メ
ー
ト
ル
、
北
側





 に
二
.ニ
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
で
分
布
し
て
お
り
、
定
勝
廟
の
西
側
と
北
側
に
も
同
様
に
認
め
ら

 れ
る
。
南
北
の
長
さ
は
、
一
〇
.六
～
一
〇
.八
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。
Eト
レ
ン
チ
で
は
、

 一
部
に
限
っ
て
存
在
す
る
。
こ
の
こ
と
は
、
後
で
触
れ
る
こ
と
に
し
、
石
積
の
状
況
を
把
握
す

 る
目
的
で
一
メ
ー
ト
ル
幅
の
試
掘
杭
を
A・
Bト
レ
ン
チ
の
中
央
に
設
定
し
た
。
そ
の
結
果
、

 礫
層
は
、
Cト
レ
ン
チ
で
五
五
セ
ン
チ
、
Dト
レ
ン
チ
で
四
〇
セ
ン
チ
の
黄
褐
色
粘
土
層
を
掘

 り
下
げ
て
、
拳
大
か
ら
人
頭
大
の
川
原
石
を
密
に
集
石
し
、
主
に
上
層
に
行
く
に
従
っ
て
大
き

 め
の
石
を
多
用
し
て
い
る
。

 さ
て
、
今
回
の
調
査
で
確
認
し
た
礫
群
は
、
基
壇
の
直
下
に
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
基
壇
構

 築
前
の
根
固
石
と
考
え
ら
れ
る
。
明
治
元
年
の
神
仏
分
離
令
(廃
仏
判
然
令
等
)を
受
け
て
、
家

 祖
上
杉
謙
信
の
廟
所
を
米
沢
城
本
丸
か
ら
上
杉
家
墓
所
に
明
治
九
年
一
〇
月
に
移
転
し
て
い
る
。

 そ
の
際
に
、
参
道
の
新
設
と
石
灯
篭
の
撤
去
、
こ
れ
ま
で
の
謙
信
廟
に
接
続
し
て
い
た
拝
殿

 の
一
部
を
解
体
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
事
実
を
証
明
す
る
棟
札
が
謙
信
廟
の
調
査
で

 確
認
さ
れ
た
。
よ
っ
て
、
謙
信
廟
の
新
設
に
伴
う
工
事
の
際
に
、
そ
れ
ぞ
れ
東
西
側
に
景
勝
廟

 と
定
勝
廟
の
基
壇
を
一
二
〇
セ
ン
チ
(四
尺
)削
平
し
て
空
間
を
意
図
的
に
拡
張
し
、
改
め
て

 積
み
替
え
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
同
じ
よ
う
に
北
側
基
壇
も
二
一
〇
セ
ン
チ
(七
尺
)を
削
除

 し
て
い
る
。
参
考
の
た
め
に
文
化
一
四
年
の
絵
図
の
第
三
図
版
を
元
に
第
八
図
に
当
時
の
基
壇

 配
置
図
を
復
元
し
て
み
た
が
、
今
回
の
調
査
で
確
認
さ
れ
た
礫
群
の
範
囲
と
符
合
す
る
。
念
の

 為
に
ボ
ー
リ
ン
グ
探
査
で
確
認
し
た
所
、
景
勝
廟
と
定
勝
廟
は
六
間
四
方
で
二
間
の
空
間
を

 も
っ
て
、
四
代
綱
勝
廟
、
五
代
綱
憲
廟
の
基
壇
痕
跡
も
認
め
ら
れ
た
。
Eト
レ
ン
チ
で
は
、
文

 化
一
四
年
の
絵
図
で
は
独
立
し
て
い
る
東
側
基
壇
の
定
勝
廟
と
綱
憲
廟
の
空
間
を
確
認
す
る
た

 め
に
設
置
し
た
も
の
で
、
調
査
の
結
果
は
一
間
幅
の
空
間
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
当
初
、

 東
側
基
壇
の
定
勝
廟
と
綱
憲
廟
と
の
空
間
と
西
側
基
壇
の
景
勝
廟
と
綱
勝
廟
の
西
側
基
壇
と
の

 空
間
は
、
謙
信
廟
の
設
置
に
よ
っ
て
廟
所
を
移
動
し
た
も
の
と
考
え
た
が
、
建
物
の
移
動
は
な

 く
閉
鎖
し
た
こ
と
も
確
認
さ
れ
た
。
従
っ
て
、
明
治
九
年
以
前
は
、
第
七
図
に
近
い
墓
所
形
態

 で
あ
っ
た
も
の
を
謙
信
廟
の
移
転
に
よ
っ
て
景
勝
廟
と
定
勝
廟
と
の
空
間
だ
け
を
二
間
か
ら
約

 三
間
に
拡
張
し
、
景
勝
廟
・
定
勝
廟
・
綱
勝
廟
・
綱
憲
廟
の
北
基
壇
も
約
一
間
を
短
縮
し
て
、

 景
勝
廟
・
定
勝
廟
の
空
間
を
閉
鎖
し
た
現
在
の
基
壇
に
修
復
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の

 際
に
石
灯
篭
の
石
材
を
転
用
し
て
構
築
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

 (四
)拝
所
「
第
八
図
・
第
二
五
～
二
八
図
・
第
三
図
版
・
第
五
図
版
・
第
六
図
版
」

 拝
殿
の
痕
跡
を
確
認
す
る
た
め
に
文
化
一
四
年
の
絵
図
を
参
考
に
ボ
ー
リ
ン
グ
探
査
を
実
施

 し
た
が
、
西
側
の
廟
に
は
認
め
ら
れ
な
く
、
明
治
九
年
の
改
修
工
事
の
際
に
大
半
の
礎
石
が
撤

 去
も
し
く
は
破
壊
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
東
側
に
関
し
て
は
、
部
分
的
に
礎
石
と
推
測

 さ
れ
る
石
の
痕
跡
が
確
認
さ
れ
た
が
、
自
然
コ
ケ
が
繁
殖
し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
九
代
重

 定
廟
前
方
の
東
側
に
南
北
三
メ
ー
ト
ル
、
東
西
七
メ
ー
ト
ル
の
Fト
レ
ン
チ
を
配
し
て
調
査
を

 実
施
し
た
。

 そ
の
結
果
、
表
土
か
ら
約
一
五
～
二
〇
セ
ン
チ
の
面
に
玄
武
岩
の
礎
石
が
検
出
さ
れ
た
。
礎

 石
は
、
四
〇
～
六
〇
セ
ン
チ
の
扁
平
な
河
原
石
を
幅
六
〇
～
八
○
セ
ン
チ
、
深
さ
一
五
セ
ン
チ

 の
溝
状
遺
構
に
配
列
し
た
も
の
で
、
南
北
三
間
、
東
西
一
間
を
確
認
し
た
。
南
北
の
間
尺
は
、

 六
尺
、
東
西
三
尺
あ
り
、
第
七
図
に
示
し
た
拝
殿
想
定
図
の
五
代
綱
憲
、
七
代
宗
憲
、
九
代
重

 定
の
三
廟
所
一
棟
を
拝
殿
と
し
た
東
端
に
あ
た
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

 四
次
調
査
は
、
西
側
廟
所
の
参
道
敷
石
の
積
み
替
え
工
事
及
び
縦
木
伐
採
に
伴
う
事
前
調
査

 と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
あ
り
、
昭
和
六
二
年
の
一
次
調
査
に
よ
る
ボ
ー
リ
ン
グ
探
査
で
は
礎

 石
痕
跡
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
念
の
た
め
、
参
道
間
の
縦
木
を
中
心
に
幅
一
メ
ー
ト
ル
の
ト

 レ
ン
チ
を
A-Gト

レ
ン
チ
の
七
本
を
設
定
し
て
行
っ
た
。





 そ
の
結
果
、
現
在
の
表
面
か
ら
約
一
三
～
二
二
セ
ン
チ
の
面
に
沿
っ
て
礎
石
と
推
測
さ
れ
る

 加
工
石
が
Aト
レ
ン
チ
に
一
点
、
Dト
レ
ン
チ
に
三
点
、
Eト
レ
ン
チ
に
二
点
の
計
六
点
が
三

 ト
レ
ン
チ
か
ら
検
出
さ
れ
て
い
る
。
礎
石
は
、
何
れ
も
凝
灰
岩
を
長
方
形
に
加
工
し
た
切
石
で
、

 幅
二
九
～
三
五
セ
ン
チ
、
長
さ
五
二
～
七
〇
セ
ン
チ
、
厚
さ
約
一
二
セ
ン
チ
の
凝
灰
岩
を
使
用

 し
た
も
の
で
あ
る
。

 検
出
さ
れ
た
礎
石
を
現
状
の
段
階
で
計
測
す
る
と
礎
石
②
～
③
が
二
.一
メ
ー
ト
ル
(七
尺
)、

 礎
石
③
～
④
が
一
.ニ
メ
ー
ト
ル
(四
尺
)、
礎
石
④
一
⑥
が
二
.八
メ
ー
ト
ル
(九
尺
)、
礎

 石
⑤
一
⑥
が
二
.一
メ
ー
ト
ル
(七
尺
)で
あ
っ
た
。
既
に
礎
石
が
抜
か
れ
た
も
の
や
立
木
に

 よ
っ
て
移
動
し
た
こ
と
も
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
第
八
図
に
示
し
た
拝
殿
想
定
図
と
対
比

 し
た
場
合
、
礎
石
②
～
礎
石
⑥
の
礎
石
に
関
し
て
は
、
三
代
綱
勝
廟
・
五
代
吉
憲
廟
・
七
代
宗

 房
廟
の
習
合
拝
所
と
な
る
南
梁
間
に
相
当
す
る
礎
石
の
可
能
性
が
あ
る
。
一
方
、
礎
石
一
点
が

 確
認
さ
れ
た
礎
石
に
関
し
て
は
、
断
言
は
で
き
な
い
が
初
代
景
勝
廟
を
構
成
す
る
拝
所
の
西
側

 礎
石
と
み
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

 (五
)排
水
溝
「
第
七
図
版
」

 排
水
溝
は
、
文
化
一
四
年
の
絵
図
に
は
門
か
ら
景
勝
廟
の
参
道
に
沿
っ
て
北
に
延
び
、
拝
殿

 口
か
ら
左
右
に
直
角
に
折
れ
て
墓
所
を
囲
む
よ
う
に
配
置
さ
れ
、
拝
殿
の
直
前
に
も
東
西
に
も

 狭
い
排
水
溝
が
並
行
し
て
い
る
。
用
水
の
取
り
入
り
口
は
北
西
に
あ
り
、
顕
孝
廟
の
北
側
で
接

 続
し
て
い
る
。
現
在
は
、
現
参
道
の
西
側
に
沿
っ
て
、
西
に
折
れ
、
一
二
代
斉
定
廟
の
西
側
か

 ら
北
に
折
れ
て
、
用
水
取
り
入
れ
口
に
接
続
し
て
い
る
。

 さ
ら
に
、
謙
信
廟
の
周
り
に
も
空
堀
が
存
在
す
る
が
、
明
ら
か
に
明
治
九
年
以
降
に
掘
り
込

 ま
れ
た
排
水
溝
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。
調
査
は
、
溝
が
交
差
す
る
取

 り
入
り
口
に
Jト
レ
ン
チ
、
東
コ
ー
ナ
ー
部
に
Gト
レ
ン
チ
の
二
本
を
配
し
て
確
認
を
行
っ
た
。



 Gト
レ
ン
チ
か
ら
は
、
河
原
石
を
野
面
積
み
で
二
段
に
配
し
た
幅
四
〇
セ
ン
チ
の
水
路
が
検
出

 さ
れ
た
。
こ
の
水
路
は
、
参
道
か
ら
拝
殿
口
ま
で
確
認
さ
れ
た
が
、
参
道
に
面
し
た
水
路
に
関

 し
て
は
石
灯
篭
の
破
片
と
参
道
石
畳
の
転
用
石
材
で
構
築
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
明
治
九
年
に

 改
修
し
た
水
路
と
考
え
ら
れ
る
。
Jト
レ
ン
チ
か
ら
も
幅
五
〇
セ
ン
チ
の
溝
が
検
出
さ
れ
、
絵

 図
に
符
合
す
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

 (六
)井
戸
跡

 井
戸
跡
は
、
廟
所
西
側
基
壇
と
事
務
所
中
間
の
西
側
よ
り
に
幅
一
二
〇
セ
ン
チ
の
方
形
の
切

 石
の
中
央
部
に
九
〇
セ
ン
チ
の
円
形
の
穴
の
開
い
た
井
戸
枠
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
周
囲
の
土

 砂
が
流
れ
て
井
戸
内
部
が
埋
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
井
戸
の
形
態
は
明
確
に
で
き
な
い
。

 (七
)石
組
遺
構

 石
組
遺
構
は
、
西
側
の
排
水
溝
に
隣
接
す
る
凝
灰
岩
を
方
形
に
積
み
上
げ
た
遺
構
で
、
長
径

 四
メ
ー
ト
ル
、
短
径
三
メ
ー
ト
ル
、
現
況
の
深
さ
は
七
〇
セ
ン
チ
で
あ
る
。
石
組
は
、
石
灯
篭

 の
悼
石
を
転
用
し
た
も
の
で
、
二
段
組
と
な
っ
て
い
る
。
当
該
遺
構
は
、
樟
石
の
転
用
と
排
水

 溝
に
接
す
る
こ
と
か
ら
、
明
治
九
年
以
降
に
設
け
ら
れ
た
防
火
用
水
の
施
設
と
推
測
さ
れ
る
。

 (八
)そ
の
他
の
確
認
調
査

 そ
の
他
の
痕
跡
に
つ
い
て
は
、
文
化
一
四
年
の
絵
図
に
示
さ
れ
て
い
る
廟
所
に
通
ず
る
参
道

 跡
と
石
灯
篭
の
基
礎
部
を
確
認
す
る
た
め
に
、
西
側
の
杉
林
を
避
け
な
が
ら
ニ
メ
ー
ト
ル
幅
の

 Hト
レ
ン
チ
と
ー
ト
レ
ン
チ
二
本
を
配
し
て
調
査
を
行
っ
た
が
、
参
道
石
畳
や
基
礎
遺
構
に
準

 じ
る
よ
う
な
痕
跡
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
遺
構
確
認
面
と
な
る
地
山
の
粘
土
層
に
は
、
黒
土

 層
が
撹
乱
状
態
で
混
在
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
明
治
九
年
の
改
修
で
全
て
撤
去
し
た
も
の
と
考

 え
ら
れ
る
。

 公
衆
便
所
の
移
転
に
係
る
確
認
調
査
を
平
成
六
年
二
月
二
二
日
に
実
施
し
た
が
、
遺
構
・

 遺
物
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
慎
重
工
事
で
進
め
る
よ
う
に
指
示
し
た
。

 二
、
墓
所
修
復
と
確
認
調
査

一
治
憲
廟

 (一
)米
沢
藩
主
上
杉
家
墓
所
『
治
憲
廟
』
破
損
現
状
確
認
調
査

 ・
調
査
月
日
平
成
六
年
七
月
一
一
日

 ・
調
査
方
法

 平
成
五
年
五
月
一
九
日
、
治
憲
廟
内
部
の
五
輪
塔
が
倒
壊
し
東
側
板
を
破
壊
し
た
こ
と
を
受

 け
、
現
状
を
把
握
す
る
目
的
で
確
認
調
査
を
行
っ
た
。
墓
所
内
部
の
崩
壊
が
予
想
以
上
に
著
し

 い
こ
と
か
ら
、
陥
没
面
に
触
れ
な
い
よ
う
に
床
面
の
破
損
し
た
隙
間
か
ら
コ
ン
ベ
ッ
ク
ス
と
水

 糸
を
多
用
し
、
計
測
し
た
も
の
で
あ
る
。

 ・
調
査
概
要
「
第
二
九
図
」

 治
憲
廟
は
、
第
二
九
図
に
示
し
た
よ
う
に
長
径
一
五
〇
セ
ン
チ
、
短
径
一
二
四
セ
ン
チ
の
不

 整
円
形
に
埋
没
し
、
中
央
東
よ
り
に
五
輪
塔
の
一
部
(地
輪
)と
推
測
さ
れ
る
加
工
石
が
落
下

 し
て
い
る
。
加
工
石
の
東
に
は
、
幅
五
〇
セ
ン
チ
、
奥
行
九
五
セ
ン
チ
、
高
さ
約
六
〇
セ
ン
チ

 を
有
す
る
空
洞
部
分
が
存
在
す
る
。
深
さ
は
、
加
工
石
の
上
面
で
八
五
セ
ン
チ
、
空
洞
の
入
口

 直
下
で
一
六
〇
セ
ン
チ
で
あ
る
。
空
洞
部
分
を
有
す
る
奥
壁
に
関
し
て
は
、
斜
面
で
あ
る
こ
と

 か
ら
明
確
に
で
き
な
い
が
、
約
ニ
メ
ー
ト
ル
前
後
と
み
ら
れ
る
。

 ・
調
査
要
約

 今
回
の
調
査
で
判
明
し
た
空
洞
は
、
埋
葬
施
設
が
崩
壊
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
と

 推
測
さ
れ
る
。
東
側
の
空
洞
部
分
の
先
端
は
、
建
物
礎
石
の
外
側
に
ま
で
到
達
し
て
お
り
、
こ

 の
ま
ま
の
状
況
で
崩
壊
が
進
行
す
れ
ば
、
礎
石
の
一
部
が
埋
没
し
、
建
物
に
影
響
を
及
ぼ
す
可



 能
性
が
高
い
と
判
断
さ
れ
た
。

 (二
)米
沢
藩
主
上
杉
墓
所
『
治
憲
廟
』
試
掘
調
査
報
告

 ・
調
査
月
日
平
成
六
年
一
二
月
二
六
日
・
二
七
日

 ・
調
査
方
法

 調
査
方
法
は
、
五
輪
塔
を
取
り
除
い
た
後
に
、
陥
没
穴
内
の
土
砂
を
慎
重
に
除
去
し
、
土
層

 を
確
認
し
な
が
ら
掘
り
下
げ
、
破
損
を
有
す
る
墓
墳
上
面
ま
で
の
確
認
を
前
提
に
調
査
を
実
施

 し
た
。
調
査
し
た
際
の
土
砂
は
、
礫
と
土
砂
に
分
類
し
な
が
ら
取
り
除
き
、
礫
は
水
洗
い
確
認
、
土

 砂
は
三
ミ
リ
メ
ッ
シ
ュ
の
フ
ル
イ
で
選
別
し
、
遺
物
や
墨
痕
の
確
認
作
業
を
実
施
し
た
。

 ・
調
査
概
要

 現
況
か
ら
約
一
.八
メ
ー
ト
ル
で
地
山
層
が
検
出
さ
れ
、
約
ニ
メ
ー
ト
ル
の
地
点
で
墓
墳
の

 掘
り
方
が
認
め
ら
れ
た
。
慎
重
に
精
査
を
し
た
と
こ
ろ
二
〇
五
セ
ン
チ
の
深
さ
で
木
室
と
推
測

 さ
れ
る
土
色
変
化
が
墓
墳
の
掘
り
方
の
手
前
三
〇
セ
ン
チ
に
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
時
点
で
調
査

 を
終
了
し
、
現
段
階
で
の
図
化
作
業
を
進
め
た
。

 以
下
、
簡
単
に
こ
の
段
階
ま
で
の
調
査
状
況
に
つ
い
て
述
べ
る
。

 ・
陥
没
穴
「
第
三
一
図
・
第
八
図
版
」

 陥
没
穴
は
、
南
北
長
の
楕
円
形
を
示
し
、
長
径
一
.八
メ
ー
ト
ル
、
短
径
一
.五
メ
ー
ト

 ル
で
、
約
七
〇
セ
ン
チ
の
深
さ
ま
で
斜
め
に
落
ち
こ
ん
で
い
る
が
、
急
激
に
東
側
を
中
心
に
え

 ぐ
れ
る
よ
う
に
崩
れ
て
お
り
、
確
認
し
た
墓
墳
上
面
で
の
深
さ
は
二
〇
一
～
二
〇
八
セ
ン
チ
で

 あ
る
。
破
損
穴
底
面
で
の
形
状
は
、
不
整
円
形
を
示
し
、
長
径
一
.八
メ
ー
ト
ル
、
短
径
一
.

 三
メ
ー
ト
ル
で
あ
っ
た
。

 ・
墓
墳
「
第
三
一
図
・
第
八
図
版
」

 墓
壌
は
、
大
き
く
崩
れ
て
い
る
東
側
に
地
山
(明
黄
褐
色
シ
ル
ト
層
)を
掘
り
込
ん
で
確
認

 さ
れ
た
。
当
該
墓
墳
は
、
墓
所
上
面
か
ら
の
深
さ
約
一
.八
メ
ー
ト
ル
(一
間
)で
、
現
在
の

 廟
所
建
物
の
方
向
よ
り
東
側
に
傾
い
て
い
る
。

 ・
木
室
「
第
三
〇
図
・
第
八
図
版
」

 木
室
は
、
墓
墳
の
掘
り
方
の
手
前
約
三
〇
セ
ン
チ
に
土
色
変
化
と
し
て
確
認
さ
れ
た
。
現
況

 で
の
確
認
幅
は
、
一
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
が
、
上
杉
家
御
年
譜
(治
憲
公
)に
は
五
尺
四
方
の
木

 枠
と
記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
第
三
〇
図
の
よ
う
に
な
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
従
っ
て
、

 墓
穴
も
左
右
三
〇
セ
ン
チ
位
の
規
模
で
広
つ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
、
一
辺
二
一
〇
セ
ン
チ
(七

 尺
)を
有
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
木
室
内
部
の
土
層
は
、
第
三
一
図
に
示
し
た
よ
う
に
北

 東
端
に
第
1・
H層
の
礫
層
が
認
め
ら
れ
、
接
し
て
南
西
寄
り
に
第
1一
皿
層
の
砂
利
層
が
多

 量
に
混
入
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
木
室
の
空
洞
部
分
が
崩
壊
し
、
多

 量
な
土
砂
が
流
入
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

 ・
層
位
(第
三
一
図
・
第
八
図
版
)

 墓
所
の
基
壇
を
構
成
す
る
基
本
層
序
は
、
墓
墳
上
面
ま
で
四
枚
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
第
-

 層
は
、
黒
土
層
を
中
心
に
一
四
セ
ン
チ
を
配
し
、
第
互
層
の
礫
層
を
覆
っ
て
い
る
。
第
n層
は
、

 鬼
面
川
の
拳
大
の
礫
を
選
出
し
て
密
に
詰
め
込
ん
だ
も
の
で
、
四
五
～
五
〇
セ
ン
チ
の
厚
さ
を

 な
し
て
い
る
。
第
皿
層
は
、
間
層
と
な
る
砂
層
で
一
五
～
二
〇
セ
ン
チ
前
後
、
第
W層
は
砂
利

 層
で
五
〇
セ
ン
チ
前
後
と
な
る
。
第
V層
は
、
墓
墳
内
部
の
版
築
層
で
、
シ
ル
ト
層
を
含
む
砂

 利
層
と
粘
土
層
の
混
合
層
で
約
六
〇
セ
ン
チ
前
後
と
最
も
厚
く
施
し
て
い
た
。

 ・
調
査
要
約

 今
回
の
試
掘
は
、
墓
籏
の
確
認
ま
で
の
調
査
と
し
て
、
治
憲
廟
の
陥
没
状
況
と
原
因
を
探
る

 目
的
で
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
調
査
の
結
果
、
建
物
の
腐
食
に
よ
る
雨
漏
り
が
埋
葬
施
設
の

 侵
食
を
長
期
に
わ
た
っ
て
進
行
さ
せ
、
墓
墳
の
陥
没
に
至
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。



二
宗
房
廟

 (一
)立
会
調
査
「
第
二
一
二
図
・
第
三
二
図
・
第
三
図
版
・
第
九
図
版
」

 立
会
調
査
は
、
基
壇
の
石
垣
積
替
工
事
の
際
に
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
積
替
工
事
は
、
南

 面
及
び
北
面
基
壇
の
破
損
石
材
を
除
去
し
、
新
た
な
石
材
を
加
え
て
積
み
替
え
た
。
南
面
に
関

 し
て
は
、
大
半
の
石
材
が
石
灯
篭
の
樟
石
の
転
用
品
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
明
治
九
年
の
修
復

 に
よ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
基
壇
基
部
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
創
建
当
時
の
基
礎
石
は
認
め
る
こ

 と
は
で
き
な
か
っ
た
。

 一
方
、
北
面
基
壇
は
、
後
世
に
補
強
さ
れ
た
一
部
の
石
材
を
除
く
大
半
が
創
建
当
時
の
石
材

 が
現
存
し
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
基
壇
の
歪
や
崩
れ
た
石
材
を
補
強
す
る
た
め
に
撤
去
作
業
に

 立
会
っ
た
と
こ
ろ
、
基
壇
の
底
面
に
第
三
一
図
で
示
す
礎
石
列
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
礎
石
の

 形
状
は
長
方
形
を
呈
し
、
幅
四
〇
セ
ン
チ
前
後
、
長
さ
一
二
〇
セ
ン
チ
前
後
と
八
○
セ
ン
チ
前

 後
の
石
材
を
交
互
に
配
置
す
る
と
い
っ
た
特
徴
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
西
側
端
の
治
憲
廟
に

 接
す
る
礎
石
に
関
し
て
は
、
ほ
ぼ
直
角
に
南
側
に
延
び
て
い
る
こ
と
で
、
文
化
一
四
年
当
時
の

 絵
図
に
示
さ
れ
る

 基
壇
に
符
号
す
る
こ
と
が
分
っ
た
。
石
材
に
関
し
て
は
、
側
壁
の
大
半
が
長
手
石
、
基
壇
は

 成
島
石
の
凝
灰
岩
を
用
い
て
あ
る
。

 基
壇
を
構
成
す
る
盛
土
は
、
基
本
的
に
三
枚
を
有
し
て
い
る
。
表
層
は
黒
土
を
含
む
礫
層
で

 約
二
〇
セ
ン
チ
前
後
。
中
間
層
は
、
粘
土
と
シ
ル
ト
層
に
多
量
の
礫
を
加
え
た
混
合
土
層
で
、

 四
〇
セ
ン
チ
前
後
。
下
層
の
基
部
層
は
、
人
頭
大
の
礫
と
粘
土
を
混
合
し
た
六
〇
セ
ン
チ
前
後

 と
最
も
厚
く
版
築
を
行
っ
て
い
る
。

 注
目
し
た
い
の
は
、
基
壇
の
石
垣
に
用
い
た
裏
込
石
の
存
在
で
あ
る
。
南
面
基
壇
に
関
し
て

 は
、
比
較
的
小
さ
め
な
拳
大
の
川
原
石
と
石
塔
を
粉
砕
し
た
砕
石
を
乱
雑
に
詰
め
込
ん
で
い
る



 の
に
対
し
、
北
面
基
壇
は
人
頭
大
を
中
心
と
し
た
礫
の
隙
間
に
粘
土
を
加
え
る
と
い
っ
た
特
徴

 を
示
し
て
い
る
。

 こ
れ
ら
は
、
廟
所
創
建
当
時
の
北
面
基
壇
の
工
法
に
対
し
て
、
南
面
基
壇
は
明
治
以
降
の
修

 復
工
事
で
施
行
さ
れ
た
工
法
上
の
相
違
と
判
断
さ
れ
る
。
前
者
の
工
法
は
、
廟
所
基
壇
の
排
水

 を
上
部
で
行
う
も
の
で
あ
る
が
、
後
者
の
工
法
で
は
、
浸
透
し
た
雨
水
を
基
壇
側
面
か
ら
排
水

 さ
せ
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
後
者
の
排
水
が
十
分
機
能
し
な
い
場
合
は
、
内
部

 の
圧
力
で
崩
壊
す
る
可
能
性
も
あ
る
。

 事
実
、
近
年
に
な
っ
て
か
ら
の
基
壇
崩
壊
箇
所
の
大
半
は
、
明
治
以
降
の
基
壇
で
あ
っ
た
こ

 と
も
今
回
の
調
査
で
確
認
さ
れ
た
。

 (二
)指
示
事
項

 創
建
当
時
の
礎
石
は
、
基
本
的
に
移
動
せ
ず
に
残
す
こ
と
を
前
提
と
す
る
。
基
壇
側
壁
の
石

 材
に
関
し
て
も
破
損
部
分
を
補
修
す
る
こ
と
に
し
、
修
復
不
可
能
な
石
材
の
み
の
取
替
え
で
進

 め
る
。
南
面
の
裏
込
石
に
粘
土
・
モ
ル
タ
ル
等
の
養
生
を
行
い
、
浸
透
水
の
侵
入
に
よ
っ
て
崩

 壊
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
指
示
し
た
。

二
吉
憲
廟

 (一
)立
会
調
査
「
第
二
三
図
・
第
三
図
版
・
第
九
図
版
」

 立
会
調
査
は
、
北
面
及
び
南
面
基
壇
の
石
垣
積
替
工
事
に
伴
い
、
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。

 南
面
基
壇
は
、
先
の
宗
房
廟
と
同
様
に
明
治
以
降
の
修
復
で
、
特
に
石
塔
の
砕
石
を
好
ん
で
裏

 込
石
に
多
用
し
て
い
た
。
北
面
基
壇
は
、
比
較
的
当
時
の
形
状
を
保
っ
て
い
る
。
基
壇
側
面
の

 石
垣
を
撤
去
し
た
と
こ
ろ
、
基
壇
底
面
に
沿
う
よ
う
に
礎
石
列
が
検
出
さ
れ
、
宗
房
廟
に
接
続

 す
る
も
の
と
み
ら
れ
る
。

 (二
)指
示
事
項

 南
面
基
壇
の
裏
込
が
軟
弱
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
山
砂
等
の
土
砂
を
加
え
補
強
し
、
排
水
に
配

 慮
す
る
。
北
面
基
壇
は
、
礎
石
が
移
動
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
現
状
の
段
階
で
固
定
し
、
当
時

 の
工
法
を
重
視
す
る
よ
う
に
指
示
し
た
。

四
綱
勝
廟

 (一
)立
会
調
査
「
第
二
三
図
・
第
三
図
版
・
第
一
一
図
版
」

 立
会
調
査
は
、
基
壇
の
石
垣
積
替
工
事
に
伴
い
実
施
し
た
。
南
面
及
び
北
面
石
垣
の
裏
込
石

 は
、
い
ず
れ
も
石
灯
籠
を
粉
砕
し
た
割
石
と
小
磯
を
詰
め
込
ん
で
あ
る
。
基
底
部
ま
で
確
認
し

 た
が
、
創
建
当
時
の
礎
石
は
認
め
ら
れ
ず
、
既
に
明
治
九
年
の
修
復
時
に
よ
っ
て
撤
去
し
た
も

 の
と
推
測
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
五
輪
塔
の
基
壇
面
と
な
る
直
下
に
は
拳
大
の
円
礫
が
密
に
敷
か

 れ
て
お
り
、
創
建
当
時
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
雨
落
石
の
据
え
替
え
で
確
認
す
る
こ
と
が
で

 き
た
。

 (二
)指
示
事
項

 基
壇
の
裏
込
が
軟
弱
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
山
砂
等
の
土
砂
を
加
え
て
補
強
し
、
排
水
に
十
分

 配
慮
す
る
よ
う
に
指
示
し
た
。

五
景
勝
廟

 (一
)立
会
調
査
「
第
≡
二
図
・
第
三
図
版
・
第
一
一
図
版
」

 立
会
調
査
は
、
廟
所
基
壇
の
南
面
・
北
面
・
北
面
の
積
替
工
事
の
際
に
実
施
し
た
も
の
で
あ

 る
。
景
勝
廟
に
関
し
て
は
、
明
治
九
年
の
藩
祖
謙
信
廟
の
移
設
に
伴
い
、
東
基
壇
の
定
勝
廟
と

 と
も
に
基
壇
を
削
平
し
て
拡
張
し
た
こ
と
が
、
第
一
次
調
査
に
よ
っ
て
判
明
し
て
い
る
。
今
回



 の
立
会
調
査
に
よ
っ
て
、
石
垣
内
部
に
多
量
の
石
灯
籠
を
粉
砕
し
た
割
石
と
小
礫
の
裏
込
石
が

 詰
め
込
ま
れ
て
あ
っ
た
。
特
に
東
面
に
関
し
て
は
顕
著
で
、
大
半
の
石
材
が
灯
籠
の
割
石
で
あ

 る
。
ま
た
、
削
平
に
至
ら
な
い
南
面
基
壇
に
関
し
て
は
、
創
建
当
時
の
礎
石
が
存
在
す
る
可
能

 性
か
ら
試
掘
を
実
施
し
た
が
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。

 (二
)指
示
事
項

 基
壇
の
裏
込
が
軟
弱
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
山
砂
等
の
土
砂
を
加
え
て
補
強
し
、
崩
れ
防
止
と

 排
水
に
十
分
配
慮
す
る
よ
う
に
指
示
し
た
。

六
謙
信
廟

 (一
)立
会
調
査
「
第
三
三
図
・
第
一
〇
図
版
」

 立
会
調
査
は
、
基
壇
石
垣
の
積
替
工
事
の
際
に
実
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
明
治
九
年
に
移
設

 さ
れ
た
家
祖
謙
信
廟
は
、
各
歴
代
藩
主
の
廟
屋
に
通
じ
る
参
道
に
設
置
さ
れ
て
い
た
石
灯
篭
を

 転
用
し
て
構
築
さ
れ
た
も
の
で
、
基
壇
に
用
い
ら
れ
た
亀
甲
の
石
材
は
台
座
の
加
工
転
用
、
基

 礎
石
と
土
塀
基
礎
石
は
石
灯
篭
の
樟
石
の
転
用
品
で
設
置
さ
れ
て
い
る
。

 基
壇
内
部
を
構
成
す
る
盛
土
は
、
粘
土
を
主
体
と
し
た
土
層
を
用
い
て
あ
る
が
、
三
層
～
五

 層
に
黒
土
や
シ
ル
ト
を
用
い
て
版
築
を
意
図
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
し
か
し
、
石
材
と
し

 て
の
転
用
が
不
可
能
で
あ
る
石
燈
篭
の
傘
部
に
関
し
て
は
、
四
層
～
五
層
に
そ
の
ま
ま
の
状
態

 で
埋
め
ら
れ
て
あ
る
。
六
層
と
し
た
旧
表
土
が
明
瞭
に
確
認
さ
れ
た
こ
と
は
、
基
壇
を
構
築
す

 る
際
に
整
地
等
の
養
生
を
省
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も
、
最
初
の
段
階
で
石
灯
篭
を
多
量

 に
投
入
し
た
上
を
粘
土
層
で
覆
い
、
同
様
な
工
法
を
繰
り
返
し
て
い
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

 黒
土
や
シ
ル
ト
層
の
土
質
相
違
は
、
版
築
効
果
を
狙
い
と
し
て
い
る
が
、
叩
き
締
め
が
全
体

 に
軟
弱
で
十
分
な
効
果
を
あ
げ
て
い
な
い
こ
と
が
分
っ
た
。



 さ
ら
に
、
灯
篭
傘
を
埋
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
土
層
と
の
隙
間
で
生
じ
た
歪
み
が
基
壇
全
体

 に
影
響
し
た
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
今
回
の
工
事
で
確
認
し
た
後
世
の
大
規
模
な
補
修
痕
跡
は
、

 こ
う
し
た
破
壊
を
く
い
止
め
る
方
法
と
し
て
、
昭
和
初
期
頃
(記
録
な
し
、
昭
和
一
〇
年
前
後
)

 に
行
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

 (二
)指
示
事
項

 こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
基
壇
の
工
法
に
は
、
大
き
な
欠
陥
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し

 た
。
従
っ
て
、
今
回
の
修
復
に
採
用
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
鉄
筋
で
補
強
し
た
強
固
な

 擁
壁
工
法
を
採
用
す
る
の
が
妥
当
と
考
え
ら
れ
る
。

 さ
ら
に
、
排
水
施
設
を
機
能
さ
せ
る
こ
と
も
必
要
と
判
断
し
、
擁
壁
に
関
し
て
は
南
側
の
入

 口
を
除
く
三
方
に
基
壇
用
の
排
水
溝
を
コ
ー
ナ
ー
の
中
央
に
設
置
、
各
礎
石
の
要
所
に
水
抜
孔

 を
設
置
す
る
よ
う
に
指
示
し
た
。

七
斎
定
廟

 (一
)立
会
調
査
「
第
一
一
図
版
」

 斎
定
廟
の
西
側
に
接
す
る
杉
の
大
木
に
よ
る
根
の
影
響
で
、
基
壇
の
石
垣
が
膨
張
し
た
こ
と

 か
ら
、
積
替
工
事
を
行
う
も
の
で
あ
り
、
立
会
調
査
は
、
石
垣
の
撤
去
の
段
階
で
実
施
し
た
。

 石
垣
内
部
の
根
固
石
は
、
従
来
の
粘
土
を
用
い
た
密
封
方
式
を
と
っ
て
お
り
、
治
憲
廟
と
同
様

 な
四
層
構
造
の
版
築
を
示
す
。
基
壇
側
面
の
石
垣
に
関
し
て
は
、
鬼
面
川
産
の
玄
武
岩
を
半
載

 加
工
し
た
も
の
を
利
用
し
た
も
の
で
、
九
代
治
憲
廟
以
降
は
こ
の
石
材
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

 (二
)指
示
事
項

 近
年
の
修
復
や
破
損
石
も
認
め
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
慎
重
に
根
を
除
去
し
、
再
積
み
替
え
を

 行
う
よ
う
に
指
示
し
た
。

八
顕
孝
廟

 (一
)立
会
調
査
「
第
一
一
図
版
」

 立
会
調
査
は
、
南
北
・
東
西
の
四
面
か
ら
な
る
基
壇
で
、
破
損
石
材
の
据
え
替
え
を
行
う
西

 面
と
北
面
の
工
事
の
際
と
五
輪
塔
の
積
み
替
え
の
際
、
実
施
し
た
。
顕
孝
廟
は
、
文
化
一
四
年

 の
絵
図
面
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
単
独
で
存
在
す
る
廟
所
で
あ
り
、
後
の
治
憲
廟
・
斎
定
廟
の
設

 置
に
よ
っ
て
現
在
の
形
状
と
な
る
。
裏
込
石
や
版
築
状
況
も
当
時
の
工
法
を
踏
襲
し
て
お
り
、

 後
世
の
修
復
は
、
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
一
方
、
五
輪
塔
は
、
歴
代
廟
所
と
異
な
る
軟
弱
な
砂

 岩
系
統
を
使
用
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
四
面
に
施
さ
れ
た
梵
字
の
多
く
が
剥
落
し
て
い
る
。

 (二
)指
示
事
項

 基
壇
の
石
垣
は
、
崩
壊
し
た
石
材
だ
け
を
据
え
替
え
る
だ
け
に
留
め
、
基
壇
内
部
の
損
傷
を

 で
き
る
だ
け
当
時
の
よ
う
に
復
旧
す
る
こ
と
。
五
輪
塔
の
消
滅
し
た
梵
字
に
関
し
て
は
、
現
存

 す
る
墨
痕
跡
を
参
考
に
復
元
す
る
よ
う
に
指
示
し
た
。



 三
、
米
沢
藩
主
上
杉
家
墓
所
『
治
憲
廟
』

 保
存
修
理
・
墓
室
修
復
工
事
調
査
報
告

 「
調
査
に
至
る
ま
で
の
概
要

 治
憲
廟
の
確
認
調
査
と
試
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
廟
所
内
部
の
埋
葬
施
設
が
著
し
く
崩
壊
し
て

 い
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
文
化
庁
・
山
形
県
教
育
委
員
会
・
史
跡
米
沢
藩
主
上

 杉
家
墓
所
保
存
整
備
委
員
会
(以
下
、
整
備
委
員
会
)の
指
導
に
基
づ
き
、
墓
墳
内
部
の
発
掘

 調
査
を
前
提
と
し
た
調
査
資
料
を
踏
ま
え
た
上
で
協
議
し
、
修
復
工
事
を
進
め
る
。

 墓
所
の
調
査
に
関
し
て
は
、
所
有
者
の
意
向
を
尊
重
し
、
山
形
県
教
育
委
員
会
・
整
備
委
員
会
・

 米
沢
市
教
育
委
員
会
が
協
議
の
上
で
調
査
要
項
を
作
成
し
て
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

 一
米
沢
藩
主
上
杉
家
墓
所
『
治
憲
廟
』

 保
存
修
理
・
墓
室
修
復
工
事
調
査
要
項

 (一
)調
査
方
法

 調
査
の
主
体
は
、
米
沢
市
教
育
委
員
会
と
す
る
が
、
国
・
県
・
市
の
合
同
調
査
体
制
を
基
本

 と
し
、
調
査
要
項
で
定
め
た
項
目
に
沿
っ
て
行
う
。
墓
所
の
安
全
を
図
る
た
め
に
二
四
時
間
体

 制
で
警
備
員
を
配
置
し
、
調
査
終
了
時
点
ま
で
の
期
間
の
立
ち
入
り
を
厳
し
く
制
限
す
る
。

 調
査
は
、
墓
墳
の
堀
方
を
確
認
し
な
が
ら
木
室
の
上
面
ま
で
掘
り
下
げ
、
有
機
物
の
痕
跡
が
認

 め
ら
れ
た
段
階
で
、
細
心
の
注
意
を
は
ら
い
な
が
ら
墓
墳
内
部
の
土
砂
を
除
去
す
る
。
破
損
穴

 の
試
掘
調
査
の
結
果
、
墓
墳
内
部
が
著
し
く
破
損
し
て
い
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
こ
と
か
ら
、
次

 の
状
況
を
想
定
し
た
調
査
を
実
施
す
る
。

 (二
)御
棺
(棺
桶
)の
状
態
が
良
好
な
場
合

 平
面
形
状
を
測
量
、
記
録
し
、
補
強
材
を
加
え
た
後
に
毛
布
、
布
団
等
で
保
護
し
な
が
ら
一

 時
取
上
げ
、
仮
安
置
す
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
御
棺
の
蓋
が
依
存
す
る
場
合
と
欠
落
し
て
い
る

 場
合
が
想
定
さ
れ
る
が
、
前
者
の
依
存
し
て
い
る
場
合
は
、
内
部
の
確
認
や
調
査
は
行
わ
ず
に

 上
杉
邦
憲
氏
と
御
棺
の
修
復
を
含
め
た
協
議
を
行
う
。

 後
者
の
場
合
は
、
御
棺
内
部
の
土
砂
を
取
り
除
き
、
必
要
な
記
録
を
実
施
し
、
上
杉
邦
憲
氏

 と
御
棺
の
修
復
を
含
め
た
協
議
を
行
う
。

 (三
)御
棺
と
御
遺
骸
が
著
し
く
損
傷
を
受
け
て
い
る
場
合

 墓
壕
内
部
に
流
入
し
た
土
砂
を
御
遺
体
、
遺
物
を
残
し
な
が
ら
清
掃
し
、
記
録
を
行
っ
た
後

 に
遺
骨
・
遺
物
・
御
棺
に
区
別
し
て
取
り
上
げ
る
。
遺
骨
は
、
筆
等
で
清
掃
し
、
桐
箱
に
納
め

 法
音
寺
の
位
牌
壇
に
仮
安
置
す
る
。
遺
物
は
、
状
況
に
応
じ
、
腐
食
防
止
剤
を
加
え
て
プ
ラ
ス

 チ
ッ
ク
容
器
に
収
納
し
、
保
管
施
設
に
一
時
保
管
す
る
。
御
棺
及
び
木
室
の
板
材
は
、
保
管
施

 設
内
に
設
置
し
た
水
槽
に
腐
食
防
止
剤
を
加
え
て
収
納
す
る
。

 (四
)御
棺
及
び
御
遺
骸
が
腐
食
し
て
い
る
場
合

 墓
墳
内
部
に
流
入
し
た
土
砂
を
一
ミ
リ
メ
ッ
シ
ュ
の
フ
ル
イ
で
選
別
し
な
が
ら
土
砂
を
除
去

 す
る
。
選
別
の
中
で
検
出
し
た
遺
物
等
は
、
(三
)の
手
法
で
処
理
、
収
納
す
る
。

 以
上
が
墓
堤
内
部
調
査
の
想
定
調
査
の
手
法
で
あ
る
が
、
(二
)～
(四
)の
調
査
に
関
し
て

 は
、
そ
の
つ
ど
進
行
状
況
を
上
杉
家
管
理
事
務
所
所
長
の
上
杉
虎
雄
氏
に
報
告
す
る
。

 ま
た
、
上
杉
虎
雄
氏
に
は
調
査
状
況
を
把
握
し
た
上
で
、
予
想
外
の
事
態
や
必
要
に
応
じ
た

 時
点
で
上
杉
邦
憲
氏
と
協
議
を
す
る
。

 (五
)調
査
内
部
の
視
察

 調
査
は
、
非
公
開
と
し
、
上
杉
家
及
び
調
査
体
制
の
調
査
関
係
者
以
外
の
立
入
り
は
、
厳
し

 く
制
限
す
る
。
名
簿
以
外
の
視
察
は
、
邦
憲
氏
の
事
前
許
可
を
得
る
も
の
と
す
る
。

 (六
)報
道
機
関
の
取
材

 報
道
機
関
へ
の
報
告
は
、
所
有
者
を
尊
重
し
な
が
ら
文
化
庁
・
県
・
委
員
の
指
導
を
得
て
事

 務
局
が
作
成
し
、
最
終
的
に
上
杉
邦
憲
氏
に
内
容
の
吟
味
を
い
た
だ
い
た
後
に
発
表
す
る
。
写

 真
は
事
前
に
邦
憲
氏
と
協
議
し
た
写
真
を
選
別
し
、
墓
墳
内
部
状
況
の
一
部
や
出
土
遺
物
(副

 葬
品
)に
限
定
し
た
も
の
を
提
供
す
る
。
遺
骨
に
関
す
る
も
の
は
、
提
供
し
な
い
も
の
と
す
る
。

 出
土
遺
物
は
、
一
覧
表
を
作
成
し
て
説
明
す
る
が
、
主
要
遺
物
の
一
部
に
関
し
て
は
、
上
杉

 氏
の
協
議
の
上
で
選
択
し
公
表
す
る
。

 発
表
は
、
調
査
主
体
の
米
沢
市
教
育
委
員
会
が
責
任
を
も
っ
て
行
う
。

 (七
)埋
葬
施
設
工
事

 埋
葬
施
設
の
修
復
は
、
将
来
の
安
全
性
を
考
慮
し
、
石
郭
を
採
用
す
る
。
石
材
は
、
高
畠
石

 (凝
灰
岩
)の
切
石
を
用
い
て
五
尺
四
方
の
石
郭
を
構
築
す
る
が
、
底
面
は
切
石
を
設
置
せ
ず
に

 玉
砂
利
を
敷
く
工
法
と
す
る
。
御
棺
は
、
埋
納
棺
と
同
様
な
棺
を
復
元
し
設
置
す
る
。
遺
骨
及

 び
副
葬
品
の
再
葬
は
、
現
況
に
復
す
の
を
前
提
と
す
る
が
、
現
存
状
態
に
よ
っ
て
は
、
副
葬
品

 の
復
元
品
を
加
え
る
こ
と
も
検
討
す
る
。

 御
棺
の
残
片
や
木
室
の
残
存
板
材
の
処
理
(焼
却
・
保
存
・
再
利
用
な
ど
)に
関
し
て
は
、

 上
杉
氏
の
意
向
を
尊
重
す
る
。

三
調
査
体
制

調
査
主
体
米
沢
市
教
育
委
員
会

指
導
機
関
文
化
庁
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
山
形
県
教
育
委
員
会

 調
査
期
間
平
成
七
年
九
月
二
五
日
～
平
成
八
年
一
月
一
一
日

 ・
調
査
指
導
者

岡
村
道
雄
文
化
庁
文
化
財
保
護
部
記
念
物
課
主
任
文
化
財
調
査
官

田
中
哲
雄
文
化
庁
文
化
財
保
護
部
記
念
物
課
主
任
文
化
財
調
査
官

澤
田
正
昭
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
研
究
調
査
部
長

 ・
史
跡
米
沢
藩
主
上
杉
家
墓
所
保
存
整
備
委
員
会
委
員

仲
野
浩
東
北
芸
術
工
科
大
学
教
授

大
河
直
躬
元
千
葉
大
学
教
授

渡
辺
定
夫
東
京
大
学
名
誉
教
授

牛
川
喜
幸
長
岡
造
形
大
学
教
授

浅
倉
有
子
上
越
教
育
大
学
助
教
授

 ・
所
有
者

上
杉
敏
子
上
杉
邦
憲

 ・
上
杉
家
管
理
事
務
所

上
杉
虎
雄
上
杉
家
管
理
事
務
所
長

 ・
調
査
員

渋
谷
孝
雄
山
形
県
教
育
庁
文
化
財
課
埋
蔵
文
化
財
主
査

手
塚
孝
米
沢
市
教
育
委
員
会
文
化
課
主
任



 ・
事
務
局

阿
部
克
人
山
形
県
教
育
庁
文
化
財
課
長

石
川
由
美
山
形
県
教
育
庁
文
化
財
課
文
化
財
係
長

佐
藤
政
一
米
沢
市
教
育
委
員
会
教
育
次
長

舟
山
豊
弘
米
沢
市
教
育
委
員
会
文
化
課
長

我
妻
淳
一
米
沢
市
教
育
委
員
会
文
化
課
長
補
佐

須
佐
勝
也
米
沢
市
教
育
委
員
会
文
化
課
文
化
財
係
長

平
間
洋
子
米
沢
市
教
育
委
員
会
文
化
課
主
査

 高
橋
好
夫
(財
)文
化
財
建
造
物
保
存
技
術
協
会
所
長

 中
川
麻
衣
子
(財
)文
化
財
建
造
物
保
存
技
術
協
会
(平
成
七
年
九
月
現
在
)

 四
調
査
の
経
過
と
概
要

 調
査
は
、
平
成
七
年
九
月
二
五
日
か
ら
開
始
す
る
。
石
垣
を
残
し
、
小
型
重
機
で
基
壇
の
礎

 石
及
び
土
砂
を
除
去
す
る
。
九
月
二
六
日
で
終
了
。
九
月
二
七
日
か
ら
は
、
側
面
基
壇
の
石
垣

 を
撤
収
す
る
。

 九
月
二
八
日
か
ら
基
壇
除
去
後
の
面
を
精
査
す
る
。
東
西
四
メ
ー
ト
ル
、
南
北
五
メ
ー
ト
ル

 の
グ
リ
ッ
ト
を
設
定
し
、
二
〇
セ
ン
チ
ほ
ど
掘
り
下
げ
な
が
ら
墓
壌
の
掘
り
方
を
確
認
す
る
。

 グ
リ
ッ
ト
の
北
寄
り
か
ら
約
一
辺
三
メ
ー
ト
ル
の
方
形
状
の
墓
墳
痕
跡
が
認
め
ら
れ
た
。

 写
真
撮
影
と
作
図
後
、
墓
墳
の
埋
土
と
落
ち
込
み
土
を
確
認
し
な
が
ら
掘
り
下
げ
た
と
こ
ろ
、

 約
七
〇
セ
ン
チ
で
埋
土
工
と
称
し
た
砂
利
層
が
終
り
、
粘
土
層
と
シ
ル
ト
層
に
砂
利
層
の
混
合

 し
た
埋
土
H(版
築
層
)が
現
わ
れ
る
。
こ
の
段
階
で
精
査
を
行
っ
た
が
墓
室
の
痕
跡
が
認
め

 ら
れ
な
い
こ
と
で
、
さ
ら
に
掘
り
下
げ
た
結
果
、
確
認
面
か
ら
約
一
四
〇
セ
ン
チ
の
面
で
多
量

 の
木
炭
層
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
木
炭
層
は
、
上
杉
家
御
年
譜
(治
憲
公
)に
記
載
さ
れ

 て
い
る
木
室
内
部
に
詰
め
込
ま
れ
た
炭
末
と
判
断
し
、
記
録
と
写
真
撮
影
を
行
っ
た
。

 さ
ら
に
、
埋
土
Eを
除
去
す
る
と
西
側
と
南
側
に
地
山
層
が
認
め
ら
れ
た
。
精
査
し
た
と
こ

 ろ
墓
墳
の
北
東
に
接
し
た
形
で
約
ニ
メ
ー
ト
ル
の
二
段
掘
が
確
認
さ
れ
た
。

 一
〇
月
二
日
か
ら
は
、
段
掘
内
の
精
査
に
移
る
。
セ
ク
シ
ョ
ン
ポ
イ
ン
ト
を
南
北
に
設
置
し

 て
、
概
ね
一
〇
セ
ン
チ
単
位
で
掘
り
進
み
な
が
ら
約
三
〇
セ
ン
チ
の
深
さ
で
断
面
図
を
作
成
し
、

 写
真
撮
影
を
行
う
が
、
墓
墳
側
面
の
土
砂
が
軟
弱
な
た
め
に
崩
壊
す
る
恐
れ
が
高
い
こ
と
か
ら
、

 七
尺
四
方
の
板
枠
を
急
遽
設
置
し
、
順
次
重
ね
る
方
法
で
掘
り
下
げ
を
行
う
こ
と
に
し
た
。
一

 〇
月
三
日
か
ら
は
、
こ
の
作
業
を
繰
返
し
な
が
ら
層
序
の
変
化
に
応
じ
て
掘
り
下
げ
を
進
め
、

 層
序
の
平
面
図
と
写
真
撮
影
を
並
行
し
な
が
ら
行
い
、
一
〇
月
四
日
に
レ
ベ
ル
二
六
〇
セ
ン
チ
、

 一
〇
月
五
日
に
は
レ
ベ
ル
二
九
〇
セ
ン
チ
、
一
〇
月
六
日
で
レ
ベ
ル
三
四
〇
セ
ン
チ
の
面
に
到

 達
し
た
。

 こ
の
結
果
、
レ
ベ
ル
二
九
〇
セ
ン
チ
の
段
階
で
木
室
の
外
箱
に
用
い
ら
れ
た
と
推
測
さ
れ
る

 鉄
釘
が
確
認
さ
れ
、
レ
ベ
ル
三
四
〇
セ
ン
チ
の
深
さ
で
御
棺
の
痕
跡
と
外
箱
の
間
に
詰
め
ら

 れ
た
焼
石
灰
、
小
砂
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
の
段
階
で
石
灰
部
分
を
残
し
、
御
棺
を
さ
ら
に
慎
重

 に
掘
り
進
め
る
こ
と
に
し
た
。

 一
〇
月
八
日
、
レ
ベ
ル
三
六
〇
セ
ン
チ
の
深
さ
で
厚
さ
約
三
セ
ン
チ
、
長
さ
三
六
セ
ン
チ
、

 幅
一
八
セ
ン
チ
の
凝
灰
岩
製
の
長
方
形
の
切
石
が
確
認
さ
れ
、
そ
の
下
に
密
着
す
る
よ
う
に
墓

 誌
の
外
箱
と
推
測
さ
れ
る
合
わ
せ
口
の
石
箱
が
銅
線
四
本
で
封
印
さ
れ
た
状
況
で
検
出
さ
れ
た
。

 墓
誌
は
、
出
土
状
況
の
写
真
と
平
面
図
を
作
成
し
た
後
に
取
上
げ
て
保
存
小
屋
に
安
置
し
た
。

 さ
ら
に
掘
り
進
め
た
と
こ
ろ
、
レ
ベ
ル
三
九
〇
セ
ン
チ
で
一
〇
セ
ン
チ
前
後
の
木
炭
層
が
確
認

 さ
れ
、
取
り
除
く
と
レ
ベ
ル
四
〇
〇
セ
ン
チ
面
で
御
棺
上
部
に
設
置
し
た
石
灰
と
有
機
物
を
含

 ん
だ
土
層
よ
り
御
棺
の
木
質
部
を
検
出
す
る
。

 一
〇
月
}O日
、
こ
の
段
階
で
作
業
を
一
時
中
断
し
、
委
員
の
指
導
を
仰
ぐ
こ
と
に
し
た
。

 ま
た
、
東
側
の
墓
墳
内
部
の
土
層
サ
ン
プ
ル
を
得
る
た
め
に
仲
野
委
員
の
指
導
で
、
一
〇
月
八

 日
に
薬
品
処
理
、
土
層
の
剥
ぎ
取
り
を
一
〇
月
一
〇
日
に
実
施
し
た
。

 一
〇
月
一
二
日
、
平
成
七
年
度
第
三
回
史
跡
米
沢
藩
主
上
杉
家
墓
所
保
存
整
備
委
員
会
を

 開
催
、
委
員
の
視
察
と
指
導
を
受
け
る
。
石
灰
部
分
が
棺
桶
の
底
面
で
は
な
い
の
で
は
と
の
指

 摘
を
受
け
、
一
〇
月
二
二
日
、
石
灰
部
分
の
掘
り
下
げ
を
慎
重
に
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
レ
ベ

 ル
四
〇
二
～
四
〇
五
セ
ン
チ
の
面
よ
り
遺
骨
の
一
部
と
数
珠
、
木
刀
と
見
ら
れ
る
木
片
、
六
文

 銭
が
北
西
寄
り
に
ま
と
ま
っ
て
出
土
し
た
。
写
真
・
図
化
を
行
い
「
米
沢
藩
主
上
杉
家
墓
所

 『
治
憲
公
』
保
存
修
理
・
墓
室
修
復
工
事
調
査
要
項
(三
)御
棺
と
御
遺
骸
が
著
し
く
損
傷
を
受

 け
て
い
る
場
合
」
の
項
目
に
従
っ
て
取
上
げ
る
こ
と
に
し
た
。

 一
〇
月
一
七
日
に
百
々
幸
雄
東
北
大
学
医
学
部
教
授
に
よ
る
遺
骨
の
肉
眼
鑑
定
を
上
杉
邦

 憲
氏
立
会
い
の
も
と
で
行
う
。
そ
の
後
、
再
埋
葬
と
日
程
に
関
す
る
協
議
を
行
う
。

 一
二
月
二
〇
～
二
二
日
に
墓
誌
と
数
珠
の
レ
プ
リ
カ
作
成
用
型
枠
作
成
を
東
都
文
化
財
保
存

 研
究
所
に
依
頼
、
現
場
プ
レ
ハ
ブ
に
て
作
業
を
行
う
。

 平
成
八
年
一
月
九
日
、
再
埋
葬
の
準
備
、
外
箱
の
底
面
の
確
認
調
査
を
行
う
。
作
図
・
写
真

 撮
影
を
実
施
し
、
墓
墳
調
査
を
終
了
す
る
。
一
月
一
〇
日
に
遺
骨
の
再
埋
葬
を
行
う
。
一
月
一

 一
日
に
墓
誌
と
今
回
の
修
復
を
刻
ん
だ
平
成
墓
誌
を
設
置
し
て
埋
め
戻
し
、
墓
堤
修
復
に
か
か

 る
全
日
程
を
終
了
し
た
。

 五
調
査
の
結
果

 (一
)墓
墳
「
第
三
四
図
」

 墓
墳
は
、
基
本
的
に
二
段
堀
で
あ
る
が
、
外
箱
の
埋
設
部
分
を
掘
り
下
げ
て
い
る
の
で
三
段

 堀
の
形
態
を
と
っ
て
い
る
。
形
状
及
び
寸
法
は
、
一
段
が
方
形
の
長
径
二
九
〇
セ
ン
チ
、
短
径

 二
七
〇
セ
ン
チ
、
確
認
面
か
ら
の
深
さ
が
一
三
五
セ
ン
チ
で
、
二
枚
の
埋
土
で
版
築
し
て
い
る
。

 二
段
墓
墳
は
、
一
段
墓
堰
の
北
東
に
隣
接
す
る
状
況
で
確
認
さ
れ
、
長
径
二
二
五
セ
ン
チ
、
短

 径
二
一
〇
セ
ン
チ
、
深
さ
一
五
三
セ
ン
チ
の
方
形
を
有
し
、
多
量
の
木
炭
層
が
認
め
ら
れ
た
。

 三
段
墓
墳
は
、
二
段
墓
墳
が
レ
ベ
ル
三
四
〇
セ
ン
チ
～
三
六
〇
セ
ン
チ
ま
で
掘
り
進
め
た
段

 階
で
崩
れ
た
こ
と
か
ら
外
箱
が
設
置
さ
れ
る
だ
け
の
幅
に
縮
小
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
幅
は
、

 南
北
一
二
五
セ
ン
チ
で
あ
っ
た
。

 (二
)外
箱
「
第
三
五
図
・
第
三
六
図
」

 外
箱
は
、
レ
ベ
ル
二
九
〇
セ
ン
チ
の
面
で
鉄
釘
が
確
認
さ
れ
、
レ
ベ
ル
三
四
〇
セ
ン
チ
の
段

 階
で
腐
食
し
た
木
質
部
分
が
断
片
的
に
み
ら
れ
、
ほ
と
ん
ど
が
腐
食
や
後
世
の
崩
壊
の
影
響
で

 明
確
で
な
か
っ
た
が
、
レ
ベ
ル
四
〇
五
セ
ン
チ
の
段
階
で
外
箱
の
痕
跡
を
確
認
す
る
こ
と
が

 で
き
た
。
外
箱
は
、
南
北
の
断
面
状
況
の
観
察
に
よ
っ
て
、
北
側
が
御
棺
の
外
側
に
一
八
セ
ン

 チ
、
南
側
が
御
棺
の
外
側
に
三
ニ
セ
ン
チ
の
ラ
イ
ン
の
範
囲
で
検
出
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

 レ
ベ
ル
四
一
八
セ
ン
チ
の
面
で
底
板
が
確
認
さ
れ
た
。
従
っ
て
、
外
箱
の
直
径
は
一
二
〇
セ
ン

 チ
(四
尺
)の
方
形
を
有
す
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
参
考
ま
で
に
、
上
杉
家
御
年
譜
の
記
載

 よ
れ
ば
、
五
尺
四
方
の
二
段
堀
に
厚
さ
二
寸
の
栗
板
で
外
箱
を
設
置
し
た
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。

 外
箱
の
寸
法
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
が
、
確
認
さ
れ
た
状
況
か
ら
四
尺
四
方
と
推
測
さ
れ
る
。





 上
杉
家
御
年
譜
(治
憲
公
)の
記
載
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

 『
景
勝
公
御
霊
前
へ
御
棺
暫
奉
居
之
宗
房
公
御
霊
屋
西

 へ
御
埋
葬
御
墓
所
蔵
王
堂
地
祭
勤
之
四
面
白
幕
張
之
墳

 深
サ
一
丈
中
五
尺
四
方
二
段
堀
ニ
シ
テ
外
箱
栗
二
寸
板

 板
ノ
ハ
キ
合
蓋
ノ
合
口
石
灰
ニ
テ
塗
堅
ム
御
?棺
ノ
節

 大
綱
ニ
テ
下
シ
奉
ル
御
棺
ト
外
箱
ト
ノ
問
小
砂
石
灰
焼
返

 シ
土
石
三
品
酒
ニ
テ
湿
シ
上
下
四
方
突
堅
ム
外
箱
ノ
上

 下
四
方
炭
末
ニ
テ
詰
之
土
三
尺
程
覆
之
御
墓
誌
ヲ
ス
エ

 又
土
ヲ
蓋
フ
僧
中
誦
経
了
テ
齋
定
公
御
焼
香
治
憲

 公
御
名
代
相
濟
御
香
櫨
改
テ
勝
庸
君
御
焼
香
』

 (三
)御
棺
「
第
三
七
図
～
第
三
九
図
」

 御
棺
は
、
レ
ベ
ル
三
四
〇
セ
ン
チ
の
面
で
確
認
さ
れ
た
も
の
で
、
約
一
メ
ー
ト
ル
の
方
形
に

 配
置
さ
れ
た
石
灰
の
、
内
側
に
約
七
〇
セ
ン
チ
の
幅
で
御
棺
の
痕
跡
と
推
測
さ
れ
る
木
質
部
分

 が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

 御
棺
は
、
既
に
底
部
に
到
達
し
て
い
る
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い
た
が
万
一
の
こ
と
を
考
慮
し
、

 鄭
重
に
掘
り
下
げ
た
と
こ
ろ
、
レ
ベ
ル
四
〇
五
セ
ン
チ
の
面
に
石
膏
が
敷
き
詰
め
ら
れ
た
直
上

 に
貼
り
付
く
よ
う
に
遺
骨
の
一
部
と
木
片
、
赤
漆
を
伴
っ
た
数
珠
、
六
文
銭
が
検
出
さ
れ
た
。

 漆
製
品
の
数
珠
や
遺
骨
は
、
外
気
に
触
れ
る
と
急
速
に
酸
化
し
、
変
色
す
る
こ
と
か
ら
記
録
を

 取
る
一
方
で
収
納
し
た
。

 御
相
内
に
堆
積
し
た
層
序
は
基
本
的
に
五
枚
を
有
し
、
一
は
粘
土
と
シ
ル
ト
の
混
合
層
、
一

 は
棺
上
部
に
設
置
さ
れ
た
木
炭
と
み
ら
れ
、
三
は
外
箱
と
御
棺
の
間
に
詰
め
ら
れ
た
石
灰
と
小



 砂
等
の
混
合
層
と
判
断
さ
れ
る
。
四
は
、
遺
骨
及
び
遺
物
を
含
む
層
で
、
遺
骨
の
底
面
に
沿
っ

 た
状
況
で
五
の
石
膏
(石
灰
)が
認
め
ら
れ
、
周
囲
に
御
棺
の
底
部
と
御
棺
側
面
の
板
材
が
検

 出
さ
れ
た
。

 石
膏
部
分
は
、
直
径
九
二
セ
ン
チ
を
有
す
る
も
の
で
、
石
膏
部
分
の
依
存
状
況
か
ら
多
角
形

 を
呈
す
る
御
棺
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
辺
の
長
さ
の
吟
味
で
は
、
一
辺
が
二
五
セ
ン
チ
と

 四
〇
セ
ン
チ
の
二
通
り
に
区
別
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
御
棺
の
形
態
は
正
方
形
の
角
を
切
り
取
っ

 た
よ
う
な
八
角
形
状
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
る
。

 ま
た
、
外
箱
の
断
面
と
御
棺
の
平
面
プ
ラ
ン
の
状
況
よ
り
、
南
側
か
ら
北
に
、
東
側
か
ら
西

 に
傾
い
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
御
相
内
の
腐
食
に
伴
っ
て
、
墓
墳
外
側
か
ら
の
圧
力
が
加
わ
っ

 て
変
形
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

 以
上
の
所
見
か
ら
、
御
棺
は
八
角
形
を
有
す
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
が
、
方
形
状
の
石
灰
部

 を
外
相
と
推
測
す
る
こ
と
も
吟
味
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
石
灰
幅
の
約
一
メ
ー
ト
ル
(三
尺

 三
寸
)を
方
形
外
相
と
し
た
場
合
、
内
部
に
は
多
角
形
の
御
棺
を
設
置
す
る
二
重
構
造
と
な
る
。

 こ
の
場
合
は
、
外
相
と
内
相
の
間
に
石
灰
を
詰
め
た
こ
と
に
な
り
、
調
査
所
見
と
も
符
号
す
る
。

 参
考
ま
で
に
、
上
杉
家
御
年
譜
(治
憲
公
)に
よ
る
と
『
御
内
桶
杉
八
分
(約
二
.四
セ
ン
チ
)

 板
、
径
三
尺
一
寸
(約
九
三
セ
ン
チ
)、
高
さ
三
尺
九
寸
(約
一
〇
〇
セ
ン
チ
)』
と
記
載
さ
れ

 て
お
り
、
仮
に
外
相
と
し
た
場
合
の
寸
法
と
は
一
致
す
る
。

 石
膏
の
依
存
状
況
か
ら
想
定
さ
れ
る
御
棺
は
、
直
径
七
〇
セ
ン
チ
、
高
さ
七
〇
セ
ン
チ
の
二

 尺
三
寸
と
な
り
、
上
杉
家
御
年
譜
に
記
載
さ
れ
た
記
述
と
は
幅
・
長
さ
と
も
に
一
尺
ほ
ど
短
く

 な
っ
て
い
る
。
こ
の
点
の
吟
昧
に
つ
い
て
は
、
後
で
触
れ
る
こ
と
に
し
て
、
上
杉
家
御
年
譜
に

 は
次
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

 『
御
籠
ノ
圖御
内
桶
杉
八
分
板

 御
棺
経
り
三
尺
一
寸
高
サ
三
尺
九
寸
外
法

 御
寵
六
方
高
サ
五
尺
六
寸
一
方
ノ
経
り
ニ
尺
七
寸
壷
輪
井
二
上
下
ノ
長
押
鉄
具
紺
紙

 張リ箱錠森墨染羅ノ綱大環打付前後ノ長押真中へ額打付之離開
 御
笠
長
サ
九
尺
六
寸
高
サ
ニ
尺
四
寸
六
方
蕨
手
ノ
上
二
燕
打
付
之
蓮
基
六
尺
一
寸
四
方

 箱高サ八寸貫二通リ愚二額打付之纏鶴雄購四方へ浅黄絹張
 之
棒
三
寸
五
分
二
七
寸
角
長
サ
四
間

 御
天
蓋
六
角
長
サ
六
尺
二
寸
高
サ
一
尺
七
寸
釣
竿
二
寸
角
長
サ
一
丈
八
尺
綿
素

 掛
ヶ
琵
琶
杖
竹
四
本
ツ
・
八
本
付
之
』





 御
籠
ノ
図
と
あ
る
絵
図
は
、
葬
儀
用
の
六
角
形
の
寵
で
あ
り
、
内
部
に
御
棺
が
収
納
さ
れ
て

 い
た
。
絵
図
に
は
、
寵
の
寸
法
や
装
飾
な
ど
が
詳
し
く
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
御
棺
に
関
し
て

 は
、
前
述
し
た
と
お
り
で
、
内
桶
や
棺
と
い
っ
た
記
載
は
な
い
。

 (
四
)
遺
物

 遺
物
は
、
暗
茶
褐
色
土
の
四
層
面
に
沿
っ
て
、
遺
骨
と
推
測
さ
れ
る
骨
と
木
片
、
数
珠
、
六

 文
銭
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
骨
及
び
木
片
は
、
南
東
部
に
集
中
し
、
数
珠
及
び
六
文
銭
は
歯
と

 と
も
に
北
側
壁
に
集
中
し
て
い
る
。
遺
骨
・
遺
物
の
数
量
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

 ・
遺
骨
「
第
四
〇
図
」

 遺
骨
は
、
床
面
に
張
り
付
く
よ
う
に
、
二
七
点
の
破
片
と
し
て
認
め
ら
れ
た
。
ほ
ぼ
中
央
に

 大
腿
骨
と
み
ら
れ
る
骨
、
北
側
に
顎
骨
と
歯
が
集
中
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
頭
部
を
北
側

 に
向
け
て
座
禅
を
組
ん
で
い
た
と
推
測
さ
れ
る
。

 ・
木
片

 木
片
は
、
御
棺
底
面
の
東
側
に
三
点
の
板
状
木
製
品
が
出
土
し
て
い
る
。
板
状
木
製
品
は
、

 何
れ
も
幅
三
セ
ン
チ
前
後
で
、
長
さ
が
五
〇
セ
ン
チ
で
あ
る
も
の
一
点
。
次
の
四
五
セ
ン
チ
と

 三
五
セ
ン
チ
で
あ
る
二
点
の
木
製
品
は
、
破
損
し
て
折
れ
た
痕
跡
を
示
す
こ
と
で
、
本
来
は
八

 ○
セ
ン
チ
以
上
の
長
さ
で
あ
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
前
者
が
脇
差
、
後
者
が
直
刀
を
意
識
し

 た
木
刀
と
み
て
い
る
。

 ・
数
珠
「
第
一
六
図
版
」

 数
珠
は
、
赤
漆
で
彩
色
し
た
約
一
〇
〇
点
が
御
棺
底
面
の
北
側
に
沿
っ
て
、
か
た
ま
っ
て
出

 土
し
て
い
る
。
数
珠
の
周
囲
に
は
、
抜
け
落
ち
た
歯
が
散
乱
し
て
い
た
。
数
珠
の
形
状
は
、
両

 端
が
平
な
「
樽
形
」
を
示
す
の
が
特
徴
で
、
直
径
七
ミ
リ
、
高
さ
六
ミ
リ
、
中
央
に
一
ミ
リ
の

 穿
孔
が
も
つ
。
出
土
し
た
約
一
〇
〇
点
の
う
ち
、
完
全
な
形
状
を
残
し
て
い
る
の
は
八
O点
で
、

 破
損
し
た
内
部
に
は
木
の
実
が
確
認
さ
れ
た
。

 実
の
分
析
は
、
行
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
明
確
に
で
き
な
い
が
、
形
状
か
ら
す
る
と
山
桜
の

 種
子
に
類
似
し
て
い
る
。
核
と
な
る
木
の
実
に
漆
を
塗
っ
て
製
作
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
出
土

 数
珠
は
、
破
片
を
合
わ
せ
約
一
〇
〇
点
と
し
た
が
、
仏
教
の
煩
悩
と
さ
れ
る
一
〇
八
の
数
字
を

 意
識
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

 ・
六
文
銭

 六
文
銭
は
、
御
棺
底
面
の
北
側
に
寛
永
通
宝
六
枚
が
重
な
っ
て
出
土
し
て
い
る
。
全
面
が
錆

 付
い
て
中
に
紐
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
た
。

 ・
鉄
釘
「
第
一
五
図
版
」

 鉄
釘
は
、
外
箱
の
確
認
面
か
ら
出
土
し
て
い
る
。
長
さ
約
九
セ
ン
チ
(三
寸
)が
一
一
点
、

 約
三
セ
ン
チ
(一
寸
)が
三
点
の
計
一
四
点
と
な
る
。
た
だ
し
、
そ
の
う
ち
の
折
れ
て
い
る
鉄

 釘
の
一
本
は
形
状
か
ら
三
寸
釘
と
み
ら
れ
る
。
何
れ
も
錆
び
と
と
も
に
木
質
部
が
付
着
し
て
い

 る
こ
と
で
、
箱
に
打
ち
込
ま
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
上
杉
家
御
年
譜
の
埋
葬
記
述
に

 『
外
箱
乗
二
寸
板
』
と
あ
る
こ
と
で
、
出
土
し
た
三
寸
釘
は
外
箱
に
打
ち
付
け
ら
れ
て
い
た
も
の

 と
み
ら
れ
る
。

 他
の
二
本
の
一
寸
釘
に
つ
い
て
は
、
明
確
に
で
き
な
い
が
、
御
棺
を
飾
る
装
飾
に
打
ち
込
ま

 れ
た
可
能
性
も
あ
る
が
明
確
に
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、
円
形
で
直
径
一
.五
セ
ン
チ
の
青
銅
製

 品
一
点
も
出
土
し
て
い
る
が
用
途
不
明
で
あ
る
。

 ・
墓
誌
「
第
四
一
図
・
第
四
二
図
・
第
一
五
図
版
・
第
一
六
図
版
」

 墓
誌
は
、
暗
褐
色
の
玄
武
岩
を
長
方
形
に
加
工
し
た
も
の
で
、
表
書
と
墓
誌
の
二
枚
の
石
を

 銅
線
で
結
び
そ
の
上
に
蓋
石
が
乗
せ
て
あ
っ
た
。
銅
線
は
、
二
.五
ミ
リ
の
太
さ
の
四
本
を
基

 本
と
し
た
も
の
で
丁
度
、
荷
造
り
の
よ
う
に
結
ば
れ
て
い
る
。
墓
誌
の
上
下
の
横
に
二
列
を
配



 し
、
そ
の
上
を
横
断
す
る
よ
う
に
中
央
の
縦
一
列
を
重
ね
、
交
差
す
る
左
右
を
一
本
の
銅
線
で

 固
定
す
る
。
側
面
は
一
本
の
み
と
な
っ
て
い
る
。

 表
書
の
加
工
石
は
、
長
さ
三
六
セ
ン
チ
、
幅
一
八
セ
ン
チ
、
厚
さ
九
.ニ
セ
ン
チ
と
な
っ
て

 い
る
も
の
で
、
ほ
ぼ
中
央
に
「
米
澤
上
杉
侍
従
藤
原
治
憲
公
之
墓
」
と
鋭
利
な
刻
線
で
記
さ
れ

 て
あ
る
。
文
字
は
明
朝
体
に
よ
る
=二
文
字
で
、
幅
二
.二
～
二
.六
セ
ン
チ
と
比
較
的
一
定

 し
て
い
る
が
、
長
さ
は
「
上
」
の
一
.四
セ
ン
チ
、
「
藤
」
の
三
.ニ
セ
ン
チ
と
開
き
が
あ
る
。

 墓
誌
は
、
長
さ
三
六
.一
セ
ン
チ
、
幅
一
七
.六
セ
ン
チ
、
厚
さ
九
.五
セ
ン
チ
を
測
る
。

 表
面
は
丁
重
に
研
磨
さ
れ
て
あ
る
。
文
字
は
、
明
朝
体
で
刻
ま
れ
た
浅
い
線
彫
で
、
最
初
の

 「
米
澤
上
杉
侍
従
藤
原
治
憲
公
允
文
允
武
」
か
ら
最
後
の
「
邑
先
陵
之
次
時
年
七
十
又
二
嗚
呼
哀

 哉
」
ま
で
の
一
〇
五
文
字
が
一
行
一
五
字
を
基
本
と
し
た
七
行
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

 上
杉
家
御
年
譜
の
記
載
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

 『
御
墓
誌

米
澤
上
杉
侍
従
藤
原
治
憲
公
允
文
允
武
政
禰
維
新

考
秋
月
種
美
母
黒
田
氏
寳
暦
元
年
七
月
廿
日
生
重

定
公
娩
其
女
以
為
嗣
以
明
和
四
年
四
月
襲
位
天
明

五
年
二
月
退
職
號
鷹
山
公
實
文
政
五
壬
午
歳
三
月

十
又
二
日
廃
越
十
九
日
葬
吹
屋
敷
邑
先
陵
之
次
時

 年
七
十
又
二
嗚
呼
哀
哉
』

 『
表
書

 米
澤
侍
従
藤
原
治
憲
公
之
墓
』



 出
土
し
た
墓
誌
と
上
杉
家
御
年
譜
記
載
の
内
容
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
基
本
的
に
誤
り
は
な
い

 が
、
墓
誌
に
書
か
れ
て
あ
る
二
行
目
の
「
称
」
は
上
杉
家
御
年
譜
に
よ
る
と
「
稻
」
、
同
じ
く
二

 行
目
最
後
の
「
宝
」
も
上
杉
家
御
年
譜
で
は
「
寳
」
。
墓
誌
三
行
目
の
「
娩
」
は
、
「
娩
」
、
五
二

 行
目
の
「
号
」
を
「
號
」
と
表
し
て
い
る
。

 さ
ら
に
、
墓
誌
の
六
行
目
に
は
、
「
十
又
九
日
」
と
あ
る
の
に
対
し
、
上
杉
家
御
年
譜
に
は

 「
十
九
日
」
と
記
載
さ
れ
、
「
又
」
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。

 ち
な
み
に
墓
誌
の
釈
文
は
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

 『
釈
文
』

 米
沢
上
杉
侍
従
藤
原
治
憲
公
、
允
文
允
武
、
政
称
維
新
、

 考
は
秋
月
種
美
、
母
黒
田
氏
、
宝
暦
元
年
七
月
廿
日
に
生

 ま
れ
る
、
重
定
公
そ
の
女
を
娩
と
し
も
っ
て
嗣
と
為
す
、

 明
和
四
年
四
月
を
も
っ
て
襲
位
す
、
天
明
五
年
二
月
退
職

 し
鷹
山
公
と
号
す
、
實
に
文
政
五
壬
午
歳
三
月
十
又
二
月

 葬
越
す
、
十
又
九
日
吹
屋
敷
村
の
先
陵
の
次
に
葬
る
、
時

 に
年
七
十
又
二
、
鳴
乎
哀
し
い
哉
」

 墓
誌
の
上
部
に
被
せ
ら
れ
た
と
見
ら
れ
る
蓋
石
は
、
黄
色
褐
色
の
凝
灰
岩
の
切
石
で
、
長
さ

 三
六
セ
ン
チ
、
幅
一
八
セ
ン
チ
、
厚
さ
八
セ
ン
チ
の
成
島
石
を
使
用
し
て
い
る
。
墓
誌
と
蓋
石

 の
寸
法
に
関
し
て
は
、
微
妙
に
異
な
っ
て
は
い
る
が
、
長
さ
一
尺
二
寸
・
幅
六
寸
・
厚
さ
二
寸

 の
単
位
を
基
準
に
製
作
し
た
と
推
測
さ
れ
る
が
、
上
杉
家
御
年
譜
に
は
蓋
石
の
存
在
は
記
載
さ

 れ
て
い
な
い
。

 六
再
埋
葬
「
第
四
三
図
・
第
一
四
図
版
」

 一
月
一
〇
日
、
供
養
祭
の
後
に
、
所
有
者
の
上
杉
家
一
七
代
当
主
を
中
心
と
し
て
再
埋
葬
を

 行
う
。

 治
憲
墓
所
の
調
査
に
よ
っ
て
、
基
壇
は
四
枚
の
版
築
層
。
墓
墳
内
は
、
粘
土
層
を
主
体
と
し

 た
二
枚
の
版
築
層
と
木
炭
層
の
三
重
構
造
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
木
炭
層

 は
上
杉
家
御
年
譜
の
記
載
に
あ
る
よ
う
に
炭
末
(木
炭
を
砕
い
た
粉
末
)を
多
量
に
使
用
し
た

 こ
と
が
、
後
に
空
洞
を
発
生
さ
せ
た
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
こ
と
で
、
今
回
の
再

 埋
葬
に
は
木
炭
の
代
用
と
し
て
川
砂
を
使
用
す
る
こ
と
に
し
た
。

 御
棺
に
関
し
て
は
、
石
灰
内
で
検
出
さ
れ
た
御
棺
痕
跡
の
吟
昧
を
基
に
、
最
も
可
能
性
の
高

 い
と
想
定
さ
れ
る
八
角
形
を
採
用
し
た
。
寸
法
は
、
御
棺
痕
跡
を
参
考
に
割
り
出
し
た
七
〇
セ

 ン
チ
を
基
準
と
し
た
も
の
で
、
棺
の
径
を
二
尺
三
寸
、
高
さ
も
同
じ
二
尺
三
寸
、
厚
さ
八
分
の

 合
口
蓋
と
設
計
し
業
者
に
発
注
す
る
。
棺
の
材
料
は
杉
材
で
製
作
し
た
。

 再
埋
葬
は
、
御
棺
痕
跡
を
残
す
石
灰
部
分
に
設
置
し
、
掘
上
げ
の
段
階
で
保
管
し
て
い
た
木

 炭
・
石
灰
を
棺
内
部
に
戻
し
、
そ
の
上
部
に
白
布
を
敷
き
出
土
遺
品
と
遺
骨
を
並
べ
る
。
次
に

 蓋
を
閉
じ
、
残
っ
た
木
炭
(調
査
時
に
掘
り
上
げ
た
木
炭
と
土
砂
の
混
入
し
た
土
)を
木
室
部

 分
と
な
る
棺
の
外
側
に
戻
し
、
足
り
な
い
部
分
に
川
砂
を
敷
く
。
そ
の
上
部
に
も
川
砂
を
丁
寧

 に
詰
め
な
が
ら
川
砂
と
山
砂
で
埋
め
戻
し
を
行
い
、
墓
室
の
上
面
と
な
る
レ
ベ
ル
二
八
Oセ
ン

 チ
の
面
に
凝
灰
岩
の
切
石
(一
尺
×
五
尺
)を
五
枚
設
置
し
て
墓
墳
全
体
を
固
定
す
る
。

 本
来
は
、
存
在
し
な
い
工
法
で
あ
る
が
、
万
}の
崩
壊
を
考
慮
し
て
の
安
全
対
策
と
し
て
採

 用
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
上
部
に
墓
誌
と
今
回
の
修
復
を
刻
ん
だ
平
成
墓
誌
を
設
置
し

 て
、
さ
ら
に
、
山
砂
で
埋
め
戻
し
、
一
月
二
日
に
版
築
を
行
っ
て
治
憲
墓
所
修
復
に
か
か
る





 全
日
程
を
終
了
し
た
。
平
成
墓
誌
の
内
容
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。

 平
成
五
年
五
月
十
九
日
、
鷹
山
公
廟
ノ

 破
損
ヲ
発
見
、
平
成
五
年
、
六
年
、
一

 七
年
ト
修
理
シ
、
追
加
ノ
墓
誌
ヲ

 作
成
シ
埋
設
ス
。

平
成
八
年
一
月
十
日

七
要
約

 治
憲
墓
所
の
調
査
成
果
に
つ
い
て
、
要
約
す
る
。
治
憲
墓
所
は
、
三
段
堀
を
有
す
る
墓
墳
内

 部
に
外
箱
と
御
棺
を
設
置
し
た
三
重
構
造
の
埋
葬
施
設
で
あ
る
。
墓
墳
は
上
段
が
(九
尺
)二

 .七
メ
ー
ト
ル
四
方
の
方
形
で
、
深
さ
(四
尺
)一
.ニ
メ
ー
ト
ル
の
面
に
一
辺
二
.一
メ
ー

 ト
ル
(七
尺
)、
深
さ
一
.五
メ
ー
ト
ル
(五
尺
)の
墓
墳
を
北
東
部
に
設
置
、
さ
ら
に
四
尺
四

 方
の
三
段
墓
壌
を
掘
り
込
ん
で
お
り
、
文
献
記
載
と
は
僅
か
に
異
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ

 れ
た
。
上
杉
家
御
年
譜
の
記
載
に
よ
れ
ば
、
『
中
略
…
墳
深
サ
一
丈
中
五
尺
四
方
二
段
堀
ニ
シ
テ

 外
箱
栗
二
寸
板
ノ
ハ
キ
合
蓋
ノ
合
口
…
以
下
省
略
』
と
あ
る
。

 つ
ま
り
、
深
さ
三
メ
ー
ト
ル
(一
丈
)の
墓
墳
は
一
.五
メ
ー
ト
ル
四
方
の
二
段
堀
と
な
っ

 て
お
り
、
厚
さ
六
セ
ン
チ
(二
寸
)の
栗
材
で
製
作
し
た
外
箱
を
設
置
し
た
と
読
め
る
。
そ
し

 て
、
合
口
の
蓋
を
有
す
る
外
箱
の
中
に
大
綱
で
吊
る
し
た
御
棺
を
奉
し
、
隙
間
に
小
砂
・
石
灰
・

 焼
返
し
土
石
の
三
品
を
酒
で
湿
ら
せ
な
が
ら
突
き
固
め
た
と
あ
る
。

 そ
し
て
、
外
箱
の
上
下
四
方
に
炭
末
を
詰
め
、
土
を
三
尺
程
覆
い
墓
誌
を
据
え
た
と
な
っ
て

 い
る
。
墓
墳
一
丈
の
深
さ
は
、
文
献
ど
お
り
で
あ
る
が
、
五
尺
四
方
と
あ
る
二
段
堀
に
関
し
て

 は
、
実
際
の
幅
が
七
尺
で
、
深
さ
だ
け
が
一
致
し
て
い
る
。

 肝
心
な
墓
墳
の
大
き
さ
と
外
箱
の
寸
法
に
つ
い
て
は
、
上
杉
家
御
年
譜
に
も
記
載
さ
れ
て
い

 な
い
。

 参
考
ま
で
に
、
治
憲
墓
所
の
調
査
で
確
認
さ
れ
た
埋
葬
施
設
の
計
測
値
を
尺
に
換
算
し
て
列

 挙
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

 ・
基
壇
11東

西
尺
、
南
北
尺
。
高
さ
四
尺
、
四
層
版
築
。

 ・
墓
壌
11方

形
三
段
堀
。
一
段
目
南
北
一
〇
尺
、
東
西
九
尺
、
深
さ
四
尺
。

 二
段
目
南
北
七
尺
、
東
西
七
尺
、
深
さ
五
尺
。

 三
目
段
南
北
四
尺
、
東
西
四
尺
、
深
さ
二
尺
。

 ・
外
箱
11一

辺
四
尺
、
高
さ
五
尺
、
厚
さ
二
寸
。

 ・
御
棺
"直
径
二
尺
三
寸
、
高
さ
二
尺
三
寸
、
合
口
蓋
八
角
棺
。

 と
な
る
が
、
あ
く
ま
で
も
推
測
の
域
を
脱
出
で
き
な
い
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
く
。

 次
に
、
建
物
と
埋
葬
施
設
の
関
係
に
つ
い
て
触
れ
て
み
る
。
建
物
と
墓
墳
を
重
ね
て
み
た
の

 が
第
四
四
図
で
あ
る
。
建
物
基
壇
の
九
尺
に
合
わ
せ
た
よ
う
に
墓
墳
が
配
置
さ
れ
て
あ
る
。
し

 か
も
、
建
物
中
軸
線
に
沿
っ
て
外
箱
が
東
側
に
設
置
さ
れ
、
東
側
の
中
央
部
に
御
棺
が
安
置
さ

 れ
て
い
る
。
当
初
、
埋
葬
施
設
の
中
央
に
あ
っ
た
建
物
が
後
世
の
修
復
の
際
に
移
動
し
た
こ
と

 に
よ
る
ズ
レ
と
推
測
し
て
い
た
が
、
家
祖
謙
信
廟
の
移
設
に
伴
い
、
初
代
景
勝
廟
と
二
代
定
勝
廟

 の
基
壇
を
削
平
し
た
際
に
も
、
両
廟
所
の
建
物
移
動
が
行
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
重
要
に
な
る
。

 む
し
ろ
、
建
物
の
中
央
に
設
置
さ
れ
る
五
輪
塔
を
意
識
し
た
配
慮
と
考
え
る
の
が
妥
当
と
い

 え
る
。





 最
後
に
、
歴
代
藩
主
の
葬
法
が
土
葬
に
転
換
し
、
最
初
の
葬
儀
と
な
っ
た
八
代
重
定
公
の
葬

 儀
内
容
に
つ
い
て
、
参
考
ま
で
に
付
け
加
え
て
お
く
(「
東
岳
院
様
御
逝
去
一
件
別
帳
」
上
杉
文

 書
)。 重
定
公
は
、
寛
政
一
〇
年
(一
七
九
八
)三
月
に
二
六
日
に
死
去
し
、
そ
れ
に
伴
っ
て
五
〇

 日
間
の
普
請
・
鳴
物
の
禁
止
、
三
五
日
の
肴
留
が
命
じ
ら
れ
、
家
中
に
も
最
大
五
〇
日
の
月
代

 の
禁
止
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
重
定
の
葬
儀
や
埋
葬
の
方
式
は
、
何
れ
も
寛
政
六
年
の
治
憲
長

 子
顕
孝
の
例
に
な
ら
っ
て
施
行
(「
御
葬
式
御
当
日
行
事
」
上
杉
文
書
)さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

 翌
二
七
日
に
沐
浴
が
行
わ
れ
た
。

 五
代
吉
憲
公
(火
葬
)の
場
合
は
、
白
帷
子
を
纏
っ
た
の
に
対
し
、
重
定
は
侍
従
の
装
束
を

 着
け
、
烏
帽
子
・
直
垂
姿
で
棺
に
納
め
ら
れ
た
。
葬
儀
前
の
家
臣
の
焼
香
は
、
従
来
は
遺
骨
を

 納
め
た
法
音
寺
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、
重
定
の
場
合
に
は
遺
体
が
安
置
さ
れ
た
米
沢
城
の
二
の

 丸
内
で
行
な
わ
れ
た
。

 四
月
五
日
、
重
定
の
遺
体
を
収
め
た
寵
は
、
辰
の
刻
(午
前
八
時
)に
二
の
丸
を
出
て
治
憲

 や
藩
主
の
治
広
、
家
臣
ら
が
付
き
従
い
、
北
門
か
ら
北
堀
端
、
舘
山
口
通
り
を
経
由
し
て
廟
所

 へ
向
か
っ
た
。
従
来
は
、
火
葬
か
ら
か
な
り
日
時
を
お
い
て
葬
儀
を
行
っ
て
い
た
が
、
重
定
の

 場
合
に
は
廟
所
の
北
裏
で
葬
儀
を
行
い
、
そ
の
日
の
う
ち
に
廟
所
の
東
方
に
あ
る
七
代
宗
憲
廟

 の
東
へ
埋
葬
し
た
。
ま
ず
、
葬
儀
が
執
り
行
わ
れ
、
法
音
寺
が
引
導
を
渡
す
導
師
を
勤
め
た
後
、

 読
経
の
中
で
、
治
憲
・
治
広
・
斉
定
や
重
臣
が
焼
香
し
た
。

 顕
孝
の
葬
儀
で
は
、
笹
野
葬
場
で
行
わ
れ
た
時
と
同
様
に
発
心
門
や
捏
磐
門
ら
の
四
門
、
位

 牌
所
や
寵
を
納
め
る
火
屋
が
設
け
ら
れ
、
火
屋
の
周
囲
に
は
、
薦
が
敷
か
れ
た
(「
竣
林
院
様
御

 廟
江
御
葬
式
二
付
御
墓
所
御
補
理
御
普
請
御
入
科
目
録
」
)。

 治
憲
の
葬
儀
を
行
っ
た
葬
場
(御
導
場
)を
示
し
た
第
四
六
図
参
照
(『
上
杉
家
御
年
譜
』
文

 政
五
年
三
月
一
九
日
条
)に
よ
れ
ば
、
顕
孝
の
場
合
と
同
様
の
方
式
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
が

 わ
か
る
。
葬
儀
の
後
、
棺
は
、
一
旦
景
勝
廟
前
に
す
え
た
上
で
埋
葬
場
へ
移
さ
れ
た
が
、
棺
が

 埋
葬
場
へ
入
る
や
い
な
や
鷹
が
放
さ
れ
た
。
埋
葬
の
場
所
に
は
、
外
周
り
に
目
隠
し
の
た
め
に

 貧
の
子
を
め
ぐ
ら
し
、
白
幕
を
張
り
、
屋
根
懸
け
が
な
さ
れ
た
。

 埋
葬
の
仕
方
は
、
最
初
、
棺
を
納
め
る
墳
中
(墓
墳
内
)に
炭
の
粉
末
を
二
寸
の
厚
さ
で
敷

 き
、
そ
の
上
に
棺
の
外
囲
い
で
あ
る
惇
(治
憲
の
場
合
は
外
箱
)を
下
ろ
し
、
惇
と
炭
の
間
に

 炭
の
粉
末
を
敷
く
。
惇
の
底
に
は
、
赤
土
と
小
砂
・
石
灰
を
混
ぜ
た
も
の
を
敷
く
。
棺
を
細
引

 で
下
ろ
し
た
後
、
棺
と
檸
と
の
二
寸
の
隙
間
に
、
同
じ
く
赤
土
・
小
砂
・
石
灰
を
詰
め
、
水
と

 酒
を
混
ぜ
た
も
の
を
注
い
で
堅
く
突
き
固
め
、
棺
の
上
部
も
同
様
に
覆
う
。

 そ
の
後
、
惇
の
蓋
を
釘
打
ち
し
、
そ
の
上
に
炭
の
粉
末
を
二
寸
の
厚
さ
に
敷
き
、
さ
ら
に
土

 を
か
け
、
三
尺
程
残
し
て
、
死
者
の
生
前
の
地
位
や
経
歴
を
記
し
た
墓
誌
を
入
れ
土
で
覆
う
と

 い
っ
た
手
法
で
あ
り
、
治
憲
も
先
代
の
葬
儀
を
踏
襲
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
外
箱
や

 御
棺
の
寸
法
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。

 文
政
五
年
三
月
一
二
日
に
死
去
し
た
治
憲
は
、
三
月
一
九
日
の
葬
儀
が
終
了
す
る
と
七
代
宗

 房
廟
の
東
に
埋
葬
さ
れ
た
。
同
年
五
月
六
日
に
廟
所
が
完
成
し
、
新
し
い
五
輪
塔
が
納
め
ら
れ

 た
。
五
輪
塔
の
前
面
の
梵
字
は
、
法
音
寺
が
書
き
、
細
工
方
の
手
に
よ
っ
て
彫
ら
れ
、
紺
青
で

 染
め
入
れ
ら
れ
た
。



 八
遺
骨
鑑
定
に
つ
い
て

治
憲
公
遺
骨
鑑
定
所
見 東
北
大
学
医
学
部
教
授
百
々
幸
雄

 平
成
七
年
一
二
月
一
七
日
に
実
見
し
た
治
憲
公
ご
遺
体
片
の
肉
眼
鑑
定
に
よ
る
所
見
は
次
の

 通
り
で
あ
る
。

 (一
)脳
頭
蓋
冠
破
片
(概
数
)一
点

 ・
長
さ
一
〇
セ
ン
チ
・
幅
八
.五
セ
ン
チ

 (二
)右
下
顎
骨
破
片
一
点

 ・
長
さ
八
セ
ン
チ
・
高
さ
三
セ
ン
チ

 (
三
)
大
腿
骨
(
推
定
)
破
片
一
点

 ・
長
さ
一
七
セ
ン
チ

 (
四
)
腓
骨
破
片
一
点

 ・
長
さ
一
四
セ
ン
チ

 (
五
)
脛
骨
破
片
一
点

 ・
長
さ
一
四
セ
ン
チ

 (
六
)
足
指
骨
破
片
一
点

 (
七
)
歯
一
五
点

 ・
上
顎
歯
八
点
・
下
顎
歯
二
点
・
不
明
五
点

 (八
)そ
の
他
の
部
位
破
片
数
骨

 (九
)特
記
事
項

 大
腿
骨
の
側
縁
部
の
隆
起
が
発
達
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
運
動
に
よ
っ
て
筋
肉
が
発
達
し
た

 強
靱
な
身
体
で
あ
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

 現
代
人
と
比
較
す
れ
ば
歯
の
摩
耗
は
少
な
い
。
下
顎
の
歯
抜
痕
跡
が
閉
塞
し
て
い
る
こ
と
か

 ら
、
下
顎
に
関
し
て
は
、
永
久
歯
の
大
半
は
抜
け
落
ち
て
い
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
上
顎
門
歯

 に
存
在
す
る
特
徴
的
な
擦
り
減
痕
跡
(キ
セ
ル
痕
)二
点
が
認
め
ら
れ
た
。
通
常
の
状
態
で
は

 生
じ
な
い
摩
耗
痕
跡
で
、
喫
煙
に
よ
る
キ
セ
ル
の
噛
癖
と
み
ら
れ
る
。

 虫
歯
の
痕
跡
は
、
三
個
あ
る
。
歯
に
残
る
茶
褐
色
の
汚
れ
は
、
煙
草
の
ヤ
ニ
で
、
愛
煙
家
で

 あ
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
以
上

第
四
章
参
考
資
料

 一
、
米
沢
藩
主
上
杉
家
墓
所
の
石
灯
篭
の
再
利
用

 一
謙
信
廟
柵
礎
石
の
石
材
-

上
杉
家
管
理
事
務
所
田
中
邦
彦

 米
沢
藩
主
上
杉
家
墓
所
の
石
灯
篭
に
つ
い
て
は
、
法
音
寺
蔵
の
「
御
廟
所
絵
図
」
文
化
一
四

 年
(一
八
一
七
)年
で
、
江
戸
時
代
の
米
沢
藩
主
上
杉
家
墓
所
の
形
態
や
石
灯
篭
(総
数
六
一

 八
基
)の
建
立
年
代
も
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

 江
戸
時
代
の
後
期
に
は
、
石
灯
篭
の
数
も
増
加
し
、
「
盂
蘭
盆
」
に
は
、
蝋
燭
が
点
灯
さ
れ
、

 幻
想
的
な
情
景
で
あ
っ
た
と
い
う
。

 明
治
に
な
っ
て
、
米
沢
城
址
(本
丸
)の
東
南
隅
の
高
台
に
あ
っ
た
上
杉
謙
信
の
遺
骸
を
歴

 代
藩
主
の
墓
所
に
移
し
た
。

 明
治
九
年
の
米
沢
藩
主
上
杉
家
墓
所
の
改
修
工
事
は
、
池
田
成
章
(山
形
銀
行
初
代
頭
取
)

 が
担
当
し
て
行
わ
れ
た
。
米
沢
藩
主
上
杉
家
墓
所
の
中
央
に
謙
信
廟
を
よ
り
高
く
造
る
た
め
に
、

 歴
代
の
各
廟
の
参
道
の
両
側
、
裏
(北
側
)に
建
立
さ
れ
て
い
た
石
灯
篭
を
移
転
(拝
殿
の
あ
っ

 た
と
こ
ろ
に
三
〇
基
)、
処
分
、
再
利
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

 石
灯
篭
の
再
利
用
に
つ
い
て
は
、
謙
信
廟
の
基
壇
の
中
に
傘
石
を
入
れ
、
周
囲
の
石
垣
は
、

 土
台
石
を
亀
甲
型
の
石
垣
に
し
て
利
用
し
た
。
参
道
の
敷
石
、
廟
の
石
垣
の
補
修
に
、
そ
の
一

 部
が
充
て
ら
れ
て
い
る
。

 今
回
の
米
沢
藩
主
上
杉
家
墓
所
の
保
存
修
理
工
事
の
際
、
謙
信
廟
の
柵
礎
石
の
石
材
と
し
て
、

 石
灯
篭
の
石
竿
が
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
こ
で
、
米
沢
藩
主
上
杉
家
墓
所
の

 ど
の
部
分
に
あ
っ
た
石
灯
篭
が
謙
信
廟
の
周
囲
に
廻
ら
し
た
「
柵
礎
石
」
と
し
て
、
ど
こ
に
並

 べ
ら
れ
、
再
利
用
さ
れ
た
の
か
、
調
査
(南
側
を
欠
く
)す
る
こ
と
が
で
き
た
。

 柵
礎
石
の
(石
竿
)の
調
査
方
法
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

 (一
)「
御
廟
所
絵
図
」
の
石
灯
篭
に
符
号
を
つ
け
、
林
立
し
て
建
立
さ
れ
て
い
た
石
灯
篭
の
ど

 こ
に
あ
っ
た
も
の
か
調
べ
る
。
(第
四
七
図
)

 (二
)石
竿
の
再
利
用
と
し
て
、
柵
礎
石
の
ど
こ
へ
据
え
ら
れ
た
の
か
、
礎
石
と
し
て
の
石
竿
の

 位
置
を
調
べ
る
。
(第
四
八
図
)

 (三
)備
考
と
し
て
、
ど
の
藩
主
に
関
係
し
て
建
立
さ
れ
た
の
か
建
立
月
日
を
記
入
し
た
。

 A覧
上
院
(景
勝
)元
和
九
(一
六
二
三
)年
三
月
二
〇
日

 ・
寛
永
一
八
(一
六
四
一
)年
三
月
吉
祥
日

 仁
科
越
中
守
奉
献
第
一
九
図
版
①

 B大
上
院
(定
勝
)正
保
二
年
(一
六
四
五
)九
月
一
六
日

 ・
正
保
三
(一
六
四
六
)年
七
月
一
〇
日

 山
下
宗
齋
奉
献
(朱
字
に
な
っ
て
い
る
)第
一
九
図
版
②

 C上
生
院
(綱
勝
)寛
文
四
(一
六
六
四
)年
閏
五
月
七
日

 ・
天
和
三
(一
六
八
一
)年
五
月
七
日

 竹
俣
平
左
衛
門
奉
献
第
一
九
図
版
③

 D法
林
院
(綱
憲
)寳
永
元
(一
七
〇
四
)年
六
月
二
日

 ・
賓
永
四
(一
七
〇
七
)年

 岩
井
覧
兵
衛
奉
献
第
一
九
図
版
④

 調
査
の
結
果
、
謙
信
廟
の
位
置
が
中
央
の
奥
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
各
廟
の
参
道
両
側
の
石

 灯
篭
よ
り
も
、
北
側
の
石
灯
篭
を
多
く
再
利
用
し
た
こ
と
が
判
明
し
た
。







 二
、
米
沢
藩
主
上
杉
家
墓
所
関
連
年
表

 (天
正
六
年
三
月
～
平
成
一
四
年
三
月
)

 天
正
六
年
「
戊
寅
」
(一
五
七
八
)

 三
月
一
三
日
家
祖
謙
信
死
去
。

 (注
上
杉
家
で
の
初
代
(家
祖
)は
、
上
杉
謙
信
か
ら
数
え
る
。
史

 跡
米
沢
藩
主
上
杉
家
墓
所
保
存
管
理
策
定
報
告
書
で
は
、
米
沢
藩
主

 就
任
順
と
な
る
の
で
、
上
杉
景
勝
が
初
代
(藩
祖
)と
な
る
。
)

 慶
長
三
年
「
戊
戊
」
(一
五
九
八
)

 八
月
謙
信
遺
骸
、
一
〇
〇
名
の
手
明
組
士
に
よ
っ
て
春
日
山
か
ら
会
津
若

 松
へ
移
送
、
若
松
城
内
西
甫
の
仮
殿
に
安
置
。

 慶
長
六
年
「
辛
丑
」
(一
六
〇
一
)

 一
一
月
謙
信
遺
骸
を
米
沢
へ
移
送
。
米
沢
城
本
丸
西
南
の
角
の
蔵
に
仮
安
置
。

 慶
長
一
〇
年
「
乙
巳
」
(一
六
〇
五
)

 武
器
屋
敷
村
の
熊
野
社
地
一
〇
〇
問
、
六
〇
間
の
土
地
を
謙
信
遺
骸

 の
火
除
地
と
し
て
確
保
。

 八
月
謙
信
の
遺
骸
避
難
所
を
城
西
の
武
器
屋
敷
村
内
に
設
置
。

 (注
後
に
御
廟
所
と
な
る
。
)

 慶
長
一
四
年
「
己
酉
」
(一
六
〇
九
)

 六
月
五
日
景
勝
、
本
丸
東
南
に
謙
信
御
堂
造
営
と
二
の
丸
寺
院
の
造
立
を
命
じ

 る
。

 慶
長
一
七
年
「
壬
子
」
(一
六
一
二
)

 一
月
二
四
日
景
勝
、
御
堂
本
殿
と
石
垣
の
造
営
を
命
じ
る
。

 一
〇
月
二
日
御
堂
三
ケ
条
の
法
令
出
る
。

 元
和
九
年
「
癸
亥
」
(一
六
二
三
)

 三
月
二
〇
日
景
勝
、
米
沢
城
で
死
去
(六
九
歳
)。

 三
月
二
八
日
城
西
の
郊
原
で
景
勝
の
葬
儀
を
執
行
。

 四
月
一
七
日
二
代
定
勝
、
景
勝
「
葬
送
之
場
」
へ
出
向
く
。

 四
月
二
〇
日
景
勝
遺
骨
を
高
野
山
へ
移
送
。
法
音
寺
ら
が
警
護
。

 六
月
一
七
日
高
野
山
へ
景
勝
の
佩
刀
等
、
寄
付
。

 高
野
山
内
廟
所
や
追
福
を
一
乗
院
に
命
じ
る
。

 (注
こ
の
年
、
謙
信
遺
骸
火
除
地
に
廟
所
造
営
か
。
)

 寛
永
元
年
「
甲
子
」
(一
六
二
四
)

 五
月
二
〇
日
定
勝
、
城
西
の
景
勝
廟
に
参
詣
。

 寛
永
七
年
「
庚
午
」
(一
六
三
〇
)

 一
〇
月
一
三
日
御
堂
の
塀
、
包
厨
修
復
。

 寛
永
一
六
年
「
己
卯
」
(一
六
三
九
)

 三
月
二
〇
日
初
代
景
勝
(覚
上
院
)一
七
回
忌
。
三
月
一
日
よ
り
千
部
径
執
行
、

 御
廟
所
境
内
の
柵
、
侍
組
・
三
手
組
に
よ
り
修
造
。

 正
保
二
年
「
乙
酉
」
(一
六
四
五
)

 九
月
一
〇
日
定
勝
、
米
沢
で
死
去
(四
二
歳
)。

 九
月
晦
日
、
城
西
の
遠
山
村
で
葬
儀
。

 一
〇
月
二
日
灰
寄
。

 一
〇
月
一
七
日
定
勝
遺
骨
分
骨
の
た
め
、
高
野
山
登
山
。

 正
保
三
年
「
丙
戊
」
(一
六
四
六
)

 二
月
一
三
日
定
勝
廟
、
造
営
開
始
。

 七
月
二
〇
日
御
廟
所
西
に
玉
薬
蔵
を
新
造
。
三
の
丸
玉
薬
蔵
か
ら
玉
薬
を
移
す
。

 (注
三
月
の
大
火
を
経
験
し
、
用
心
の
た
め
郊
外
に
移
し
た
も
の
。
)


